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第 1 部 企業外部者の拡大推論に関するエントロピー・モデルの構築 





































































第 2 部 人間の拡大推論におけるメンバーシップ値推定モデルの構築 















































第 3 部 企業外部者の拡大推論に関するファジィ情報路モデルの構築 
















































































































































  1) 選択確率（比率）の推定問題 
  2) 選択要因に対するウェイトの推定問題 
















































































表 1 各章の提案モデルと情報理論・ファジィ理論との関係 
提案モデルの種別 各章と理論 
多段階の選択確率推定モデル 
















（第 1 章～第 3 章）、第 2 部「人間の拡大推論におけるメンバーシップ値推定モデルの構築」
（第 4 章，第 5 章）、第 3 部「企業外部者の拡大推論に関するファジィ情報路モデルの構築」
（第 6 章～第 8 章）、および結論から構成される。序論では本研究の目的、本研究の位置づ
け、本研究の問題意識、本研究における基本概念の定義と位置づけ、本研究の問題領域、
本研究の前提条件と限界、従来の研究と本研究の特徴、等について述べ、本研究の対象や
位置づけを明らかにする。これにより、第 1 章以降の理論的基礎を固めておくことにする。 
まず、第 1 部（第 1 章～第 3 章）では、企業外部者の「拡大推論」を簡潔な形式でモデ
ル化すべく、Shannon の情報理論に基づいたエントロピー・モデルを①多段階の階層型エ
ントロピー・モデルへと拡張と、②各選択要因に対する重み（ウェイト）を推定という、
















第 2 章では、前章における 2 段階の経営資源配分問題に対して、多方向（2 方向）の階層
構造を持った経営資源配分問題を組み込むことにより、2 段階の階層型エントロピー・モデ




いて Step1 と Step2 のエントロピーを加味する点に特徴がある。すなわち、企業内部者に
よる 2 方向 3 段階の階層構造を持った経営資源配分比率を、企業外部者が推測するという
拡大推論を、本章のエントロピー・モデルにより記述していくのである。 

























































（Model-A と Model-B）の妥当性を確認していくことにする。 





潔な形式でモデル化していくことにする。ただし、第 1 部の第１章と第 2 章では拡大推論
の主体を企業外部者、選択行動の主体を企業内部者（特に、経営者）としていたが、第 3
部では拡大推論のみならず、選択行動の主体も企業外部者である。 





一方、第 1 章と第 2 章では、Shannon の情報理論に基づき、従来のエントロピー・モデ











































































































本研究の序論から結論までの流れは、図 1 に示す通りである。 
 













































































































性が高まってきた。これにより、現在では従来の 3M に情報（Information）を加えた 3M+I































 Arrow35は、1963 年に発表した論文“Uncertainty and the Welfare Economics of Medical 
Care”の中で、医者と患者の間には、情報の格差が生じていることを指摘している。また、

























































そこで、Shannon は事象 x1，x2，x3，…，xnからなる事象系 X に介在する不確実性の大
きさを(1)式のように定式化している。さらに、上記のような考え方に基づき、(1)式を n 個













                              (1) 






ip                
                                    
(1)式のシャノン・エントロピーS(X)は、確率面でのあいまいさの大きさ（偶然性）を表
しており、すべての確率が 1/n に近づくほど、不確実性（偶然性）が大きくなり、p1＝p2











































































message）の 2 つに分類する。 
 前者（クリスプ・メッセージ）は、意味面でのあいまいさを排除した情報（メッセージ）
であり、商品の価格や数量などの明確な（メッセージの境界がはっきりした）情報を意味





















































































然性）を、De Luca & Termini51は(4)式のように、ファジィ理論におけるメンバーシップ値
μi（i=1,2,…,n）によって定式化している。 
 





























    (5) 
 
ここで、同一のサンプル数 n の問題について考える場合は、1／n は定数となるので、こ


















































やファジィ理論といった工学的アプローチを取り入れた研究である。それは、第 1 章～第 3
章の「エントロピー・モデル」、また第 4 章と第 5 章の「メンバーシップ値推定モデル」、
さらに第 6 章～第 8 章の「ファジィ情報路モデル」において端的に表れている。 
さらに、本研究では、人間や組織が、自身で自由勝手に行動（選択）したいという心理
（例えば、第 7 章と第 8 章におけるテーマパークやファミリーレストランの自由勝手な選







































































































①を前提としてモデルを構築する本研究の章は、第 1 章と第 2 章であり、一方で②を前
提としてモデルを構築する章は、第 3 章と第 4 章，第 5 章，第 6 章，第 7 章，第 8 章であ




























表 2 各章における選択行動と拡大推論の行動主体 










































































































































































上記のエントロピー・モデルは、1 階層のモデルであったが、山下ら88は 2 段階の構造を
持つエントロピー・モデルを提案している。しかしながら、このモデルは 1 段階目と 2 段
階目のエントロピーを、それぞれ個別に定式化しており、2 段階目のエントロピーには 1 段
階目のエントロピーを考慮していなかった。 
そこで、本研究では第 1 章と第 2 章において各階層のエントロピーを総合的に捉えた階
層型エントロピー・モデルを提案している。例えば、2 階層目の選択確率を推定する際に、
2 階層目のエントロピーのみならず 1 階層目のエントロピーについても考慮し、また 3 階層














モデルを整理すると、表 3 のようになる。 
   
 
表 3 従来の研究と本研究の特徴（エントロピー・モデル） 




























意思決定問題を論じた Bellman & Zadeh102や Capocelli & Luca103, Olaru & Wehenkel104, 














を整理すると、表 4 のようになる。 
 
 
表 4 従来のメンバーシップ値推定モデルと本研究のファジィ・モデル 























































表 5 のようになる。 
 
表 5 従来のファジィ・エントロピー・モデルと本研究のファジィ情報路モデル 



























 まず、第 1 部では、情報理論に基づき、従来のエントロピー・モデルを多段階の階層型
モデルへと拡張した分析モデル（第 1 章と第 2 章）と、各選択要因に対する重み（ウェイ
ト）を推定するための分析モデル（第 3 章）の構築を試みる。また、第 2 部ではファジィ
理論におけるファジィ条件つき確率とファジィ事象の確率を用いて、未知のメンバーシッ
プ値を推定するための分析モデル（第 4 章と第 5 章）を提案する。さらに、第 3 部では情
報理論のアプローチとファジィ理論のアプローチを統合し、ファジィ・エントロピーを導
入することにより、多段階の階層型ファジィ情報路モデル（第 6 章）と、各選択要因に対










【第 1部】第 1章・第 2章 
 
ウェイト推定モデル 
【第 1部】第 3章 
メンバーシップ値 
推定モデル 
【第 2部】第 4章・第 5章 
 
階層型選択確率推定モデル 
【第 3部】第 6章 
 
ウェイト推定モデル 
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第 1章 「2段階の階層型一因子情報路モデル」 
 
 
第 2章 「2方向 3段階の階層型一因子情報路モデル」 
 
 


















































































図 1.2 各都市に対する広告宣伝費配分の概念図 



















第 1 段階の選択比率 qi 



















Li：上位選択対象 i の平均特性値 
Ei：上位選択対象 i のエントロピー 
i：上位選択対象（i=1,2,…,n） 
j：下位選択対象（j=1,2,…,mi） 
qi：各上位選択対象 i に対する選択比率（         ） 
pij：各下位選択対象 j に対する選択比率（        ） 
Pij：Model-A における i と j の組み合わせに対する選択比率（          ） 
πij ：Model-Bにおける iと jの組み合わせに対する選択比率（                   ） 









② 2 段階の選択行動のみを対象とする。 

































































択比率の推定問題を、図 1.4 のように、①各上位選択対象に対する選択比率の推定（第 1






点に注意を要する（Step1：第 2 段階，Step2：第 1 段階）。すなわち、本章では第 2 段階
の下位選択対象から先に選択比率を推定し、それを基に上位の選択対象に対する選択比率
を推定していくのである。 
 そこで、本章で提案する Model-A は、図 1.5 のように Step1～Step2 の 2 段階構造をし
ており、こうした 2 段階のステップにより選択比率を推定する。一方、Model-B は図 1.6
選択行動の主体 上位選択対象 下位選択対象 
選択行動の順序 
選択比率の推定 
第 1 段階 第 2 段階 
Step2 Step1 
























2段階の平均特性値 L と 
エントロピーEの定義 
目的関数の定式化 













2段階（各上位選択対象 iと各下位選択対象 j） 
のエントロピーE を設定 
下位選択対象に対する選択確率 πijの推定 











 第 1 段階（Step2） 
qi 
































1.3.2.1 Model-A（2 段階個別型エントロピー・モデル） 
通常の一因子情報路モデルと同様に、下記のような 2 つの仮説を設定し、それぞれ(1.1)










































そこで、下記のような 2 段階のステップにより選択比率を推定していくことにする。 
 
【Step1】第 2 段階の各下位選択対象に対する選択比率の推定モデル 
Step1 では、通常の一因子情報路モデル（国沢5）と同様のプロセスで各下位選択対象 j
の選択比率 pijを推定していくことにする。そこで、前述の仮説Ⅰを (1.1)式の平均特性値
Li によって、また仮説Ⅱについては(1.2)式の pij まわりのエントロピーによって捉えるこ
とにする。 
その上で、(1.1)式の平均特性値 Li をなるべく小さく、かつ(1.2)式のエントロピーEi を























                          (1.3) 
 
まず、(1.3)式の φiは pijに関して上に凸であるため、φiを最大化する選択比率 pijを推定
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                                                 (1.6) 
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【Step2】第 1 段階の各上位選択対象に対する選択比率の推定モデル 











































































                              (1.13) 
 
Step1 と同様に、(1.13)式のモデルは、qi に関して上に凸であるため、φ を qiにて偏微







































     (1.14) 
 

















                   (1.15) 
 ただし、 L
E




















ue                    (1.16) 
 



























1.3.2.2  Model-B（2 段階一括型エントロピー・モデル） 
Model-A は、上位選択対象に対する選択比率の推定、各下位選択対象に対する選択比率
の推定という 2 段階のステップにより、それぞれの選択比率 pijと qiを推定するためのモ
デルであったが、ここでは、各下位選択対象に対する選択比率を推定する際に、各下位選










































loglog                            (1.18) 
 
ここで、 (1.18)式は、上位選択対象まわりのエントロピーと下位選択対象まわりのエン
トロピーという 2 段階のエントロピーの和であるため、選択比率 qiと pijを統合すべく、




































































































logloglog   




図 1.8  2 段階一括型による選択比率推定の概念図 

































                                (1.20) 
 
 (1.17)式の平均特性値 L についても同様に、πij ＝qi･pijを代入し、式を整理すると、平







































                           (1.22) 
 
まず、 (1.22)式は、πijに関して上に凸であるため、φを最大化する選択比率 πijを推定す
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                                       (1.27) 
 ただし、 L
E












ijU                                    (1.28) 
 
そこで、(1.28)式を満足する U を数値的に求め、その U の値を(1.27)式に代入すること
により、各下位選択対象に対する選択比率 πijを推定することができる。すなわち、各上位
































ることにより、事業部制組織における各事業部 i と各部署 j に対する経営資源配分比率（pij，
qiと πij）を推定していくことにする。そこで、表 1.1 のように、まず事業部 A1～A5と部
署 Bi 1～Bi 8の組み合わせごとに、以下の方針に従って売上高 xijの数値例を設定する。 
 
【数値例の設定方針】 















     表 1.1 売上高（xij）の数値例        （単位：億円） 
  部署（Bij） 
     
事業部（Ai） 
Bi 1 Bi 2 Bi 3 Bi 4 Bi 5 Bi 6 Bi 7 Bi 8 合計 
A1 9 9 9 7 6 7 8 2 57 
A2 9 9 8 9 3 3 0 0 41 
A3 8 7 9 8 1 4 0 0 37 
A4 9 8 8 2 0 0 0 0 27 




Model-A の(1.9)式に表 1.1 の売上高 xijを代入し、各部署 j に対する経営資源配分比率 pij
を求めると、表 1.2 のようになった。次に、売上高 xijと経営資源配分比率 pijを Model-A
の(1.15)式に代入し、各事業部 i に対する経営資源配分比率 qi を推定すると、表 1.3 のよ
うな結果が得られた。さらに、Model-A にて求めた経営資源配分比率と Model-B の経営
資源配分比率を比較するために、Model-A にて求めた経営資源配分比率 pij（表 1.2）と qi 
（表 1.3）を用いて各部署に対する経営資源配分比率 Pij（pijと qiの積）を算出すると、表
1.4 のようになった。 
次に、Model-A と同様、表 1.1 の売上高に基づいて、Model-B により経営資源配分比率
を推定すると、表 1.5 のような結果が得られた。ただし、Model-B は Model-A における 2




表 1.2 Model-A による部署別経営資源配分比率（pij） 
  部署（Bij） 
     
事業部（Ai） 
Bi 1 Bi 2 Bi 3 Bi 4 Bi 5 Bi 6 Bi 7 Bi 8 
A1 0.183  0.183  0.183  0.113  0.078  0.113  0.148  0.000 
A2 0.252  0.252  0.212  0.252  0.016  0.016  0  0  
A3 0.237  0.193  0.278  0.237  0.000  0.056  0  0  
A4 0.359  0.316  0.316  0.010  0  0  0  0  






表 1.3  Model-Aによる事業部 i に対する経営資源配分比率の推定結果 







表 1.4  Model-A による各部署 j の経営資源配分比率（qiと pijの積） 
  部署（Bij）     
事業部（Ai） 
Bi 1 Bi 2 Bi 3 Bi 4 Bi 5 Bi 6 Bi 7 Bi 8 
A1 0.059  0.059  0.059  0.036  0.025  0.036  0.048  0.000  
A2 0.059  0.059  0.050  0.059  0.004  0.004  0  0  
A3 0.044  0.035  0.051  0.044  0.000  0.010  0  0  
A4 0.055  0.048  0.048  0.002  0 0  0  0  
A5 0.048  0.052  0.003  0.003  0.000  0.000  0.000  0  
 
表 1.5 Model-B による各部署 j の経営資源配分比率（πij） 
  部署（Bij）  
事業部（Ai） 
Bi 1 Bi 2 Bi 3 Bi 4 Bi 5 Bi 6 Bi 7 Bi 8 
A1 0.062  0.062  0.062  0.028  0.015  0.028  0.044  0.000  
A2 0.062  0.062  0.044  0.062  0.000  0.000  0  0  
A3 0.044  0.028  0.062  0.044  0.000  0.002  0  0  
A4 0.062  0.044  0.044  0.000  0  0  0  0  




について比較すると、表 1.6 のように、Model-B では売上高が等しければ同じ経営資源配
分比率の結果（0.044）になるが、Model-A では売上高が等しくても同じ経営資源配分比
率にはならないこと（0.044，0.048，0.050 の 3 種類の値）がわかる。さらに、表 1.7 を
みると、最大の売上高（部署 B52）の経営資源配分比率（最大の配分比率）は、Model-A
の 0.052 に対して、Model-B は 0.082 という結果になっていることがわかる。また、最小




Model-B よりも Model-A において、各事業部配下の部署間の経営資源配分比率の差が小
さい（売上高に対する配分比率のバラツキが小さい）ことがわかる。 
さらに、売上高に対して比例配分により算出した値（表 1.8）と提案モデル（Model-A








表 1.6 売上高が 8 億円の部署 j に対する経営資源配分比率の比較 
売上高が 8億円の部署 Model-A Model-B 
事業部 A1の部署 B17 0.048 0.044 
事業部 A2の部署 B23 0.050 0.044 
事業部 A3の部署 B31 0.044 0.044 
事業部 A3の部署 B34 0.044 0.044 
事業部 A4の部署 B42 0.048 0.044 
事業部 A4の部署 B43 0.048 0.044 
 
表 1.7 経営資源配分比率の最大値と最小値の比較 








表 1.8 売上高に応じた比例配分による各部署 jの経営資源配分比率 
      部署（Bij）  
事業部（Ai） 
Bi 1 Bi 2 Bi 3 Bi 4 Bi 5 Bi 6 Bi 7 Bi 8 
A1 0.048  0.048  0.048  0.037  0.032  0.037  0.043  0.011  
A2 0.048  0.048  0.043  0.048  0.016  0.016  0  0  
A3 0.043  0.037  0.048  0.043  0.005  0.021  0  0  
A4 0.048  0.043  0.043  0.011  0  0  0  0  
























は、2 段階のエントロピーを 1 段階に統合した結果、2 段階のエントロピーを大きくしよ
うとする力が 1 段階のみで働くことに起因している。 
 これと同様に、通常の一因子情報路モデルでは、1 段階の選択行動のみしか選択比率を




















たに 2 つの選択比率推定モデル（Model-A と Model-B）を提案した。その際、Model-B
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特性値 1 特性値 2 
図 2.1 2 方向 3段階による選択比率推定の概念図 
選択比率の推定 








































特性値 1 特性値 2 









学部 i (i＝1) 



















特性値 1 特性値 2 









事業部 i (i＝1) 































ri：各方向 i の配分ウェイト 
qij：各方向 iの各上位選択対象 j に対する選択比率 
pijk：各方向 i・各上位選択対象 j の各下位選択対象 k に対する選択比率 
xijk：各方向 i・各上位選択対象 j の各下位選択対象 k に対する特性値 
 
2.2.2 前提条件 




② 選択対象に関して十分には情報（特性値 xijk）が得られていないものとする。 
③ ただし、いくつかの選択対象に関する情報については得られているものとする。 
④ 各選択対象を選択する際の選択要因は、1 つの要因（因子）のみを対象とする。 















2.3 「2 方向 3 段階の階層型一因子情報路モデル」の提案 
 
2.3.1 提案モデルの概要 
本章では、図 2.4 のように、2方向 3 段階（Step1 ,Step2 ,Step3）の選択行動に注目し、
第 1 章のモデルを「2 方向 3 段階の階層型一因子情報路モデル」へと拡張することを試み
る。この提案モデルは、基本的に第 1章のモデルと同形式のモデルであるが、Step2でStep1
のエントロピーを加味し、また Step3 において Step1と Step2のエントロピーを加味する
点、および方向 1の特性値と方向 2の特性値が異なる点に特徴がある。 




 本章の提案モデルは、図 2.5のように Step1～Step3という 3段階の構造をなしており、
こうした 3 段階のステップにより各上位選択対象 j と各下位選択対象 k に対する方向 i 別
の選択比率（qijと pijk）を推定していく。 
第 2 段階（Step2） 選択行動の主体 
方向 2 の選択比率 r 2 
（既知） 
選択行動の順序 
図 2.4 2 方向 3段階の選択比率推定問題の概念図 









第 1 段階（Step1） 
























第 3 段階の平均特性値 L と 
エントロピーEの設定 
選択比率 pijkの解の導出 
第 3 段階の 
目的関数 φijの定式化 
図 2.5 提案モデルの分析フロー 
Step1 






みでモデル化していくことにする。これら（3 段階）のモデルは、基本的に第 1 章のモデ
ルと同様に、平均特性値 L とエントロピーE により定式化していくことにする。ただし、
Step3は第 1 章のモデルとは少し異なった問題設定、すなわち、Step3では Step1と Step2
のエントロピーを加味している点に注意を要する。 
そこで、下記のような 3 段階のステップにより選択比率を推定していくことにする。 
 
【Step1】i 方向の選択比率 riの設定（第 1 段階） 
本章における Step2 と Step3 のモデルでは、i 方向（例えば、図 2.2 の事業部と職能）
の配分ウェイト riが与えられたもとで、各上位選択対象 j と各下位選択対象 k に対する選
択比率（qijと pijk）を推定していくことになるため、まず方向 1に対する配分ウェイト r 1
と方向 2 に対する配分ウェイト r 2の和（r 1+ r 2）が 1 となるような riを設定する。 
 









次に、Step1において設定した方向 i（図 2.6 と図 2.7）の配分ウェイト riを用いて、そ















































































































































































































                             (2.3) 
 

























































  (2.4) 
 




































                                               (2.6) 
 










































































































                            (2.9) 
ただし、 L
E
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                                              (2.11) 
ただし、 L
S


































方向 iの配分ウェイト riを乗じた式となっており、 (2.11)式の自然な拡張形となっている
ことがわかる。 
 
【Step3】各下位選択対象 k に対する選択比率推定モデル（第 3 段階） 

































































































































































































































































































    (2.16) 
 










































                    (2.17) 
 
























































　logloglog    (2.18) 
       






























































































































　    (2.20) 
 





                                    (2.21) 
ただし、 L
E















ijkUq                              (2.22) 
 
そこで、(2.22)式を満足する Uを数値的に求め、その Uの値を(2.21)式に代入すること
により、方向 i の上位選択対象 j のもとで下位選択対象 k に対する選択比率 pijkを推定す


















を tijk、方向 iの配分ウェイト riを qijへと置き換えた式となっており、 
(2.9)式の自然な拡張形となっていることがわかる。 
以上のような 3 段階（Step1, Step2 と Step3）の手順、すなわち、①i 方向の配分ウェ
イト riを設定した上で、②各上位選択対象に対する選択比率 qijを推定し、③各下位選択対



























ここでは、本章の提案モデル（2 方向 3 段階の階層型一因子情報路モデル）に対して、
マトリクス型組織における経営資源配分問題を前提に、簡単な数値例を適用することによ
り、各部署への選択比率 pijkの推定を試みることにする。そこで、まず表 2.1 のように、
事業部 A1jに関しては A11～A14、職能 A2jに関しては A21～A24、部署 Bijkに関しては Bij1
～Bij7を設定し、それらの組み合わせに対して表 2.1 のような売上高 y1jkと表 2.2 のような
利益 y2jkの数値例を考えることにする。 
その際、以下のような方針に従って、売上高 y1jkと利益 y2jkの数値例を設定していくこ















③ 職能 A21と A22の利益が最も大きく、A23，A24の順に小さくなっていくような利益を
設定する。 
 





表 2.1 売上高 y1jkの数値例         （単位：億円） 
部署(B1jk) 
事業部(A1j ) 
B1j 1 B1j 2 B1j 3 B1j 4 B1j 5 B1j 6 B1j 7 
事業部別 
合計 
A11 9 8 7 6 5 4 3 42 
A12 9 5 5 8 8 2 0 37 
A13 9 7 7 6 5 0 0 34 
A14 9 6 3 1 0 0 0 19 
 
表 2.2 利益 y2jk の数値例        （単位：億円） 
部署(B2jk) 
職能(C2j ) 
B2j 1 B2j 2 B2j 3 B2j 4 B2j 5 B2j 6 B2j 7 
職能別 
合計 
A21 4 5 6 7 5 4 3 34 
A22 8 8 6 5 4 3 0 34 
A23 6 5 7 7 2 0 0 27 
A24 4 7 1 4 0 0 0 16 
 




事業部方向 r 1 0.800 







利益総合計）と、表 2.3 の配分ウェイト riを、2.3.3 節の(2.9)式に代入し、Step2の経営資
源配分比率 qijを推定する。次に、2.3.3 節の(2.21)式により Step3 の経営資源配分比率 pijk
を推定する。これらの経営資源配分比率を推定した結果は、表 2.4 と表 2.5の通りである。 
 
 
表 2.4  推定した事業部方向の経営資源配分比率 p1jk 
 
表 2.5 職能方向の経営資源配分比率 p2jk 
 
 
そこで、本章の提案モデルにより推定した結果（表 2.4 と表 2.5）について、多面的に分




の「売上高」あるいは「利益」が等しい場合（例えば、表 2.5 の職能 A21の部署 B2j 6と職
能 A22の部署 B2j 5）は、同じ経営資源配分比率（0.0066）となっている。一方で、これら





B1j 1 B1j 2 B1j 3 B1j 4 B1j 5 B1j 6 B1j 7 
A11 0.0813  0.0698  0.0574  0.0443  0.0307  0.0178  0.0071  
A12 0.0704  0.0266  0.0266  0.0604  0.0604  0.0010  0  
A13 0.0632  0.0446  0.0446  0.0344  0.0239  0  0 
A14 0.0223  0.0121  0.0020  0.0000  0 0  0 
部署(B2jk) 
職能(A2j ) 
B2j 1 B2j 2 B2j 3 B2j 4 B2j 5 B2j 6 B2j 7 
A21 0.0066 0.0104  0.0142  0.0177  0.0104  0.0066  0.0031  
A22 0.0208  0.0208  0.0142  0.0104  0.0066  0.0031  0  
A23 0.0106  0.0078  0.0132  0.0132  0.0005  0 0 







（2）部署数の差による推定値への影響（表 2.2と表 2.5） 
 部署数に差が生じていても、事業部別売上高や職能別利益が等しく（例えば、表 2.2 の
職能 A21＝34 と職能 A22＝34）、かつ事業部間や職能間での部署の「売上高」あるいは「利








（3）エントロピーE と平均特性値 L が推定値に与える影響（表 2.6 と表 2.7） 
 本章の提案モデルにより推定された経営資源配分比率 pijk と、比例配分により算出した


























B1j 1 B1j 2 B1j 3 B1j 4 B1j 5 B1j 6 B1j 7 
事業部別
合計 
提案モデルA11 0.0813 0.0698 0.0574 0.0443 0.0307 0.0178 0.0071 0.3084 
比例配分  A11 0.0546 0.0485 0.0424 0.0364 0.0303 0.0242 0.0182 0.2546 
提案モデルA12 0.0704 0.0266 0.0266 0.0604 0.0604 0.0010 0.0000 0.2454 
比例配分  A12 0.0546 0.0303 0.0303 0.0485 0.0485 0.0121 0.0000 0.2242 
提案モデルA13 0.0632 0.0446 0.0446 0.0344 0.0239 0.0000 0.0000 0.2108 
比例配分  A13 0.0546 0.0424 0.0424 0.0364 0.0303 0.0000 0.0000 0.2061 
提案モデルA14 0.0223 0.0121 0.0020 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0363 
比例配分  A14 0.0546 0.0364 0.0182 0.0061 0.0000 0.0000 0.0000 0.0546 
 
表 2.7 経営資源配分比率の推定値と比例配分の結果（職能方向） 
部署(B2jk) 
職能(A2j ) 
B2j 1 B2j 2 B2j 3 B2j 4 B2j 5 B2j 6 B2j 7 
職能別 
合計 
提案モデル A21 0.0066 0.0104 0.0142 0.0177 0.0104 0.0066 0.0031 0.0690 
比例配分  A21 0.0072 0.0090 0.0108 0.0126 0.0090 0.0072 0.0054 0.0613 
提案モデル A22 0.0208 0.0208 0.0142 0.0104 0.0066 0.0031 0.0000 0.0759 
比例配分  A22 0.0144 0.0144 0.0108 0.0090 0.0072 0.0054 0.0000 0.0613 
提案モデル A23 0.0106 0.0078 0.0132 0.0132 0.0005 0.0000 0.0000 0.0454 
比例配分  A23 0.0108 0.0090 0.0126 0.0126 0.0036 0.0000 0.0000 0.0486 
提案モデル A24 0.0019 0.0051 0.0000 0.0019 0.0000 0.0000 0.0000 0.0088 
比例配分  A24 0.0072 0.0126 0.0018 0.0072 0.0000 0.0000 0.0000 0.0288 
 
 











以上より、本章の提案モデル（2 方向 3 段階の階層型一因子情報路モデル）は、各部署
j 間における経営資源配分比率の差を、比例配分よりも大きく、一因子情報路モデルより






表 2.8 「提案モデル」と「一因子情報路モデル」の推定結果（事業部方向） 
部署(B1jk) 
事業部(A1j ) 
B1j 1 B1j 2 B1j 3 B1j 4 B1j 5 B1j 6 B1j 7 合計 
提案モデル     A11 0.0813  0.0698  0.0574  0.0443  0.0307  0.0178  0.0071  0.3084  
一因子情報路モデル A11 0.0842  0.0636  0.0444  0.0273  0.0139  0.0051  0.0009  0.2393  
提案モデル     A12 0.0704  0.0266  0.0266  0.0604  0.0604  0.0010  0.0000  0.2454  
一因子情報路モデル A12 0.0842  0.0139  0.0139  0.0636  0.0636  0.0000  0.0000  0.2393  
提案モデル    A13 0.0632  0.0446  0.0446  0.0344  0.0239  0.0000  0.0000  0.2108  
一因子情報路モデル A13 0.0842  0.0443  0.0443  0.0273  0.0139  0.0000  0.0000  0.2140  
提案モデル    A14 0.0223  0.0121  0.0020  0.0000  0.0000  0.0000  0.0000  0.0363  
一因子情報路モデル A14 0.0842  0.0273  0.0009  0.0000  0.0000  0.0000  0.0000  0.1125  
 
 
表 2.9 「提案モデル」と「一因子情報路モデル」の推定結果（職能方向） 
部署(B2jk) 
職能(A2j ) 
B2j 1 B2j 2 B2j 3 B2j 4 B2j 5 B2j 6 B2j 7 合計 
提案モデル     A21 0.0066 0.0104 0.0142 0.0177 0.0104 0.0066 0.0031 0.0690 
一因子情報路モデル A21 0.0028 0.0066 0.0117 0.0175 0.0066 0.0028 0.0007 0.0488 
提案モデル     A22 0.0208 0.0208 0.0142 0.0104 0.0066 0.0031 0.0000 0.0759 
一因子情報路モデル A22 0.0238 0.0238 0.0117 0.0066 0.0028 0.0007 0.0000 0.0694 
提案モデル    A23 0.0106 0.0078 0.0132 0.0132 0.0005 0.0000 0.0000 0.0454 
一因子情報路モデル A23 0.0117 0.0066 0.0175 0.0175 0.0000 0.0000 0.0000 0.0534 
提案モデル    A24 0.0019 0.0051 0.0000 0.0019 0.0000 0.0000 0.0000 0.0088 















































































3 国沢清典(1991)，前掲書（注 2），pp.36-46. 
4 国沢清典(1991)，前掲書（注 2），pp.36-46. 
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pi：選択対象 i の選択確率 
wj：因子 j に対するウェイト 












⑤ 選択対象 i に対する選択確率 piという「先験情報」が与えられているものとする。 






























もなく、できるだけ自由勝手な重みづけ（各因子 j に対するウェイト wj）
をしようとする。 
 
















ウェイト wj 特性値 xij  
 
因子 j＝1 
ウェイト wj 特性値 xij  
 
因子 j＝2 
特性値 xij  
 
因子 j＝m ウェイト wj 







ウェイト wj 特性値 xij 
 
因子 j＝1 
























































                   (3.3) 
 
(3.3)式の φ は、wjに関して上に凸であるため、φ を最大化するウェイト wjを推定すべ
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                                     (3.6) 
 



















































                       (3.9) 
ただし、 L
G





















                                              (3.11) 
ただし、 L
S





























3.3.2.2  Model-B 
Model-A と同様に、ウェイト wj の推定問題をモデル化していくことにする。その際、
仮説Ⅰについては Model-A と同様の仮説を、仮説Ⅱについては新たに下記のような仮説Ⅱ’
を設定する。その上で、仮説 I を(3.12)式の平均特性値 L によって捉え、仮説Ⅱ’に関し






























































































(3.15)式については、添え字 j に関して m 本の方程式が得られるため、それぞれの方程




































































































            (3.20) 
ただし、 L
E





















したがって、Model-A と同様に、(3.21)式を満足する U を数値的に求め、その値を(3.20)
式に代入することにより、ウェイト wj を推定することができる。Model-A の(3.9)式と























そこで、まず表 3.1 のような Case-1～Case-5 の選択確率 piと特性値 xijを設定し、これら
5 つのケースについてウェイト wjを推定していくことにする。その際、以下のような数値
例の設定方針に従って、選択確率 piと特性値 xijの値を設定する。 
 
図 3.2 自動車の各要因に対するウェイト推定の構造 
自動車の選択確率 



























数値例の設定方針として、因子 j の特性値 xijの変化によるウェイト wjの変化を捉え易く
するために、選択対象 i の選択確率（表 3.2）については固定して、因子 j の特性値 xijを
下記のような 5 通り（Case-1～Case-5）に設定する。 
 
＜Case-1＞ 
各選択対象 i に対する各因子 j の特性値をすべて同じ値（xij＝1）に設定する。 
＜Case-2＞ 
すべての選択対象 i について、各因子 j の特性値を同じ値に設定する。 
＜Case-3＞ 
選択対象 3（i＝3）→選択対象 2（i＝2）→選択対象 1（i＝1）の順で、各因子 j の
順位が下がっていくように特性値を設定する。 
＜Case-4＞ 
選択対象 1（i＝1）→選択対象 3（i＝3）→選択対象 2（i＝2）の順で、各因子 j の
順位が下がっていくように特性値を設定する。 
＜CASE-5＞ 
選択対象 2（i＝2）→選択対象 1（i＝1），選択対象 3（i＝3）順で、各因子 j の順位
が下がっていくように特性値を設定する。 
 





自動車 A(i＝1) 自動車 B(i＝2) 自動車 C(i＝3) 
Case-1 
エンジン性能   (j＝1) 1 1 1 
走行性能       (j＝2) 1 1 1 
乗り心地       (j＝3) 1 1 1 
Case-2 
エンジン性能   (j＝1) 8 8 8 
走行性能       (j＝2) 5 5 5 
乗り心地       (j＝3) 2 2 2 
Case-3 
エンジン性能   (j＝1) 8 6 4 
走行性能       (j＝2) 7 5 3 
乗り心地       (j＝3) 6 4 2 
Case-4 
エンジン性能   (j＝1) 4 8 6 
走行性能       (j＝2) 3 7 5 
乗り心地       (j＝3) 2 6 4 
Case-5 
エンジン性能   (j＝1) 6 4 8 
走行性能       (j＝2) 5 3 7 




表 3.2 選択対象 i に対する選択確率 
選択対象 i 選択確率 
自動車 A (i＝1) 0.3 
自動車B (i＝2) 0.5 




に代入し、因子 j ごとのウェイト wjを推定すると、表 3.3 と表 3.4 のような結果となった。 
 
表 3.3 提案モデル（Model-A）により推定した因子 j に対するウェイト wj 






Case-1 0.333 0.333 0.333 
Case-2 0.127 0.276 0.597 
Case-3 0.265 0.328 0.407 
Case-4 0.267 0.329 0.404 
Case-5 0.253 0.326 0.421 
 
表 3.4 提案モデル（Model-B）により推定した因子 j に対するウェイト wj 






Case-1 0.333 0.333 0.333 
Case-2 0.023 0.138 0.840 
Case-3 0.207 0.315 0.479 
Case-4 0.211 0.316 0.473 
Case-5 0.186 0.307 0.507 
 
表 3.5 因子 j の平均特性値 
Case No. エンジン性能(j＝1) 走行性能(j＝2) 乗り心地(j＝3) 
Case-1 1.0 1.0 1.0 
Case-2 8.0 5.0 2.0 
Case-3 6.2 5.2 4.2 
Case-4 6.4 5.4 4.4 
Case-5 5.4 4.4 3.4 
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表 3.3 と表 3.4 を見ると、①Case-1 はすべての因子 j に関する特性値 xijが同一の値であ
るため、推定したウェイト wjも同一の値（0.333）となっていることがわかる。また、②
Case-2 は因子 j 間で平均特性値（表 3.5）の差が最も大きいため、最小のウェイトと最大











際、各選択対象 i の各因子 j に関する特性値 xijの和あるいは平均のみで判断をしているの
ではなく、各選択対象の各因子に対して自身の主観に基づいた重み（ウェイト wj）を考慮
しながら、複数の選択対象から満足度の高い対象を選択しているものと思われる。そうい
った意味で、本章の提案モデルから得られる因子 j に対するウェイト wjは、自身にとって
全体的に好ましい平均特性値（平均が小さい特性値）を持った因子 j に対して、多くのウ
ェイトを配分するという、現実に即した推定値となっているのである。 
 次に、本章では Model-A と Model-B という 2 つの分析モデルを提案しているため、こ
れらの間での推定結果の違いについて検討していくことにする。そこで、Model-A と
Model-B の推定結果（表 3.3 と表 3.4）を比較すると、Model-A に比べて Model-B の推定
結果の方が、因子 j 間におけるウェイト wjの推定値の差（バラツキ）が大きくなっている



















は、因子 j ごとに異なる値をとるため、「ウェイトまわりのエントロピー」がウェイト wj
を平均化、すなわち w1＝w2＝･･･＝wm＝1／m に近づけようとする力を、「選択確率まわ
りのエントロピー」が抑制する働きを持つことになる。その結果として、Model-B の方が、
各因子 j 間のウェイト wj の差は大きくなるのである。 
これより、Model-A は因子 j 間における平均特性値の差により、ウェイト wjの差をあま


















定した結果）、現実に即した各因子 j のウェイト wjが得られ、提案モデルの妥当性を確認
することができた。 
 
                                                   
1 国沢清典(1991)，『エントロピー・モデル』日科技連出版社，pp.36-46. 
2 Herniter, J.D. (1973) ,“An Entropy Model of Brand Purchase Behavior”, Journal of 
Marketing Research, Vol.10, pp.361-375. 
3 春日井博，百合本茂(1978)，「工場立地選択行動モデルとその適用」『日本経営工学会誌』
Vol.28，No.4，pp.411-416. 
4 国沢清典(1991)，前掲書（注 1），pp.36-46. 
5 国沢清典(1991)，前掲書（注 1），pp.36-46. 
6 国沢清典(1991)，前掲書（注 1），pp.36-46. 


























































































② ファジィ・メッセージ l を受信する前と後の、選択対象 i に対する選択確率（事前確
率 ptiと事後確率 qtli）は与えられているものとする。 

































































































































loglogloglog         (4.2) 
 
 ここで、(4.2)式を最小化するメンバーシップ値の比を推定するために、φtlを μtliで偏微
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                                        (4.4) 
 
 そこで、メンバーシップ値の比 μtliの解を求めるために、最大のメンバーシップ値とな
























































         (4.5) 
 
となり、(4.5)式を μtliについて整理すると、(4.6)式が得られる。すなわち、(4.6)式の解は、



























































































人 t）が主観的に感じる、「目 iの出る確率」（事後確率 qtli）と、「大きい目が出る確率」、
「小さい目が出る確率」等のファジィ事象の確率 ftlを回答（2014 年 8 月）してもらった
ところ、表 4.2，表 4.5，表 4.8，表 4.11，表 4.14のような値（データ）が得られた。 
その上で、上記の事後確率 qtliを(4.6)式に代入し、K-L 情報量を最小化するメンバーシ
ップ値の比 μtliを推定する。さらに、(4.6)式で推定したメンバーシップ値の比 μtliを(4.8)
式に代入することにより、各選択対象 i に対するメンバーシップ値 ηtliの推定を試みる。 
 
表 4.1 ファジィ・メッセージの種類 








 表 4.2，表 4.5，表 4.8，表 4.11，表 4.14 の事後確率 qtliを(4.6)式に代入し、K-L 情報量
を最小化するメンバーシップ値の比 μtliを推定した結果、それぞれ表 4.3，表 4.6，表 4.9，
表 4.12，表 4.15 のような推定値が得られた。次に、推定したメンバーシップ値の比 μtli
と、本章の実験から得られた事後確率の実績値 qtliとファジィ事象の確率の実績値 ftlを
(4.9)式に代入し、スケール（倍率）を表すパラメータ atlを推定した結果、表 4.3，表 4.6，
表 4.9，表 4.12，表 4.15のような推定値が得られた。さらに、上で推定したメンバーシッ
プ値の比 μtliと、スケールを表すパラメータ atl を(4.7)式に代入してメンバーシップ値 ηtli











1 2 3 4 5 6 
A 0.8 0 0 0 0.2 0.4 0.4 
B 0.65 0 0 0 0.1 0.3 0.6 
C 0.75 0 0 0 0.1 0.4 0.5 
D 0.7 0 0 0 0.1 0.4 0.5 
E 0.7 0 0 0 0.15 0.25 0.6 
 
表 4.3 「大きい目が出る」パラメータ at1とメンバーシップ値の比 μt1i 
被験者 パラメータ at1 
メンバーシップ値の比 μt1i 
サイコロの目 
1 2 3 4 5 6 
A 0.889 0.000 0.000 0.000 0.500 1.000 1.000 
B 0.848 0.000 0.000 0.000 0.167 0.500 1.000 
C 0.893 0.000 0.000 0.000 0.200 0.800 1.000 
D 0.833 0.000 0.000 0.000 0.200 0.800 1.000 
E 0.944 0.000 0.000 0.000 0.250 0.417 1.000 
 
表 4.4 「大きい目が出る」メンバーシップ値 ηt1i 
被験者 
ファジィ事象の 
確率 fˆ t1（推定値） 
メンバーシップ値 ηt1i 
サイコロの目 
1 2 3 4 5 6 
A 0.8 0.000 0.000 0.000 0.444 0.889 0.889 
B 0.65 0.000 0.000 0.000 0.141 0.424 0.848 
C 0.75 0.000 0.000 0.000 0.179 0.714 0.893 
D 0.7 0.000 0.000 0.000 0.167 0.667 0.833 














































1 2 3 4 5 6 
A 0.8 0.40 0.40 0.20 0 0 0 
B 0.65 0.40 0.30 0.20 0.10 0 0 
C 0.75 0.40 0.30 0.30 0 0 0 
D 0.7 0.40 0.50 0.10 0 0 0 
E 0.7 0.50 0.40 0.10 0 0 0 
 
表 4.6 「小さい目が出る」パラメータ at2とメンバーシップ値の比 μt2i 
被験者 パラメータ at2 
メンバーシップ値の比 μt2i 
サイコロの目 
1 2 3 4 5 6 
A 0.889 1.000 1.000 0.500 0.000 0.000 0.000 
B 0.867 1.000 0.750 0.500 0.250 0.000 0.000 
C 0.882 1.000 0.750 0.750 0.000 0.000 0.000 
D 0.833 0.800 1.000 0.200 0.000 0.000 0.000 
E 0.833 1.000 0.800 0.200 0.000 0.000 0.000 
 
表 4.7 「小さい目が出る」メンバーシップ値 ηt2i 
被験者 
ファジィ事象の 
確率 fˆ t2（推定値） 
メンバーシップ値 ηt2i 
サイコロの目 
1 2 3 4 5 6 
A 0.8 0.889 0.889 0.444 0.000 0.000 0.000 
B 0.65 0.867 0.650 0.433 0.217 0.000 0.000 
C 0.75 0.882 0.662 0.662 0.000 0.000 0.000 
D 0.7 0.667 0.833 0.167 0.000 0.000 0.000 














































1 2 3 4 5 6 
A 0.85 0.30 0.30 0.35 0.05 0 0 
B 0.7 0.20 0.30 0.40 0.10 0 0 
C 0.8 0.30 0.30 0.20 0.20 0 0 
D 0.7 0.40 0.30 0.20 0.10 0 0 
E 0.7 0.40 0.30 0.20 0.10 0 0 
 
表 4.9 「大きくない目が出る」パラメータ at3とメンバーシップ値の比 μt3i 
被験者 パラメータ at3 
メンバーシップ値の比 μt3i 
サイコロの目 
1 2 3 4 5 6 
A 0.975 0.857 0.857 1.000 0.143 0.000 0.000 
B 0.933 0.500 0.750 1.000 0.250 0.000 0.000 
C 0.923 1.000 1.000 0.667 0.667 0.000 0.000 
D 0.933 1.000 0.750 0.500 0.250 0.000 0.000 
E 0.933 1.000 0.750 0.500 0.250 0.000 0.000 
 
表 4.10 「大きくない目が出る」メンバーシップ値 ηt3i 
被験者 
ファジィ事象の 
確率 fˆ t3（推定値） 
メンバーシップ値 ηt3i 
サイコロの目 
1 2 3 4 5 6 
A 0.85 0.836 0.836 0.975 0.139 0.000 0.000 
B 0.7 0.467 0.700 0.933 0.233 0.000 0.000 
C 0.8 0.923 0.923 0.615 0.615 0.000 0.000 
D 0.7 0.933 0.700 0.467 0.233 0.000 0.000 








































表 4.11 「小さくない目が出る」ファジィ事象の確率 ft4（実績値）と事後確率 qt4i 
被験者 
ファジィ事象
の確率 f t4 
事後確率 qt4i 
サイコロの目 
1 2 3 4 5 6 
A 0.85 0 0 0.05 0.35 0.30 0.30 
B 0.7 0 0.10 0.10 0.20 0.30 0.30 
C 0.8 0 0 0.20 0.20 0.30 0.30 
D 0.8 0 0 0.10 0.25 0.30 0.35 
E 0.75 0 0 0.15 0.25 0.30 0.30 
 
表 4.12 「小さくない目が出る」パラメータ at4とメンバーシップ値の比 μt4i 
被験者 パラメータ at4 
メンバーシップ値の比 μt4i 
サイコロの目 
1 2 3 4 5 6 
A 0.975 0.000 0.000 0.143 1.000 0.857 0.857 
B 0.875 0.000 0.333 0.333 0.667 1.000 1.000 
C 0.923 0.000 0.000 0.667 0.667 1.000 1.000 
D 0.982 0.000 0.000 0.286 0.714 0.857 1.000 
E 0.849 0.000 0.000 0.500 0.833 1.000 1.000 
 
表 4.13 「小さくない目が出る」メンバーシップ値 ηt4i 
被験者 
ファジィ事象の 
確率 fˆ t4（推定値） 
メンバーシップ値 ηt4i 
サイコロの目 
1 2 3 4 5 6 
A 0.85 0.000 0.000 0.139 0.975 0.836 0.836 
B 0.7 0.000 0.292 0.292 0.583 0.875 0.875 
C 0.8 0.000 0.000 0.615 0.615 0.923 0.923 
D 0.8 0.000 0.000 0.281 0.702 0.842 0.982 














































1 2 3 4 5 6 
A 0.8 0 0.10 0.40 0.40 0.10 0 
B 0.7 0 0.20 0.35 0.35 0.10 0 
C 0.85 0 0.05 0.45 0.45 0.05 0 
D 0.7 0 0.05 0.45 0.45 0.05 0 
E 0.6 0 0.05 0.45 0.45 0.05 0 
 
表 4.15 「中くらいの目が出る」パラメータ at5とメンバーシップ値の比 μt5i 
被験者 パラメータ at5 
メンバーシップ値の比 μt5i 
サイコロの目 
1 2 3 4 5 6 
A 0.941 0.000 0.250 1.000 1.000 0.250 0.000 
B 0.831 0.000 0.571 1.000 1.000 0.286 0.000 
C 0.933 0.000 0.111 1.000 1.000 0.111 0.000 
D 0.768 0.000 0.111 1.000 1.000 0.111 0.000 
E 0.659 0.000 0.111 1.000 1.000 0.111 0.000 
 
表 4.16 「中くらいの目が出る」メンバーシップ値 ηt5i 
被験者 
ファジィ事象の 
確率の推定値 fˆ t5 
メンバーシップ値 ηt5i 
サイコロの目 
1 2 3 4 5 6 
A 0.8 0.000 0.235 0.941 0.941 0.235 0.000 
B 0.7 0.000 0.475 0.831 0.831 0.237 0.000 
C 0.85 0.000 0.104 0.933 0.933 0.104 0.000 
D 0.7 0.000 0.085 0.768 0.768 0.085 0.000 





まず、(4.6)式によって推定されたメンバーシップ値の比（表 4.3，表 4.6，表 4.9，表 4.12，
表 4.15）を見ると、各被験者 t によってメンバーシップ値 μtliが最大（μtlmax(i)＝1）となる
目（選択対象）が異なることがわかる。これは、各被験者 t によって異なる事後確率の最
大値を基に、メンバーシップ値の比 μtliを推定していることに起因している。 
次に、Step2 において推定されたメンバーシップ値そのものの値 ηtli（表 4.4，表 4.7，
表 4.10，表 4.13，表 4.16）を見ると、この ηtliは、Step1 で比のみを特定した場合のメン
バーシップ値 μtliよりも、すべての選択対象について小さくなっていることがわかる。こ
れは、メンバーシップ値そのものの値 ηtliを推定する際、0＜ηtli≦1でなければならないた


































                                                   
1 松丸正延，山下洋史，尾関守(1992)，「最尤法を用いた合併企業評価の分析モデル」日本
経営工学会春季研究発表大会予稿集，日本経営工学会，pp.47-48. 





















 本章で提案する分析モデルの特徴は、下記の 2 点にある。 
 
① 第 4 章のモデルに対して、サンプル相を新たに追加することにより、複数のサンプ
ルに対する一括した分析を可能にする。 
② 第 4 章のモデルでは、メンバーシップ値の比を推定し（Step1）、メンバーシップ
値そのものを算出する（Step2）という 2段階のプロセスが必要であったが、本章










  選択対象 
サンプル相 
A B ･･･ n 
サンプル 1     
  選択対象 
サンプル相 
A B ･･･ n 
サンプル 1     
サンプル 2     




    
サンプル m     











































Model-A とModel-B を構築していくことにする。 
① 本章では、焦点を当てる選択行動の主体を消費者や一般投資家等の企業外部者、ま
た拡大推論の主体を研究者やアナリスト等の企業外部者とする。 





































                                           (5.1) 
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                                    (5.4) 
 
 さらに、本章の問題設定では、1 つの選択対象 I（i ＝I）に対するメンバーシップ値 μsI










































































              






























































sisiis df  
1





































                   (5.7) 
 
5.4.2 問題の定式化と解の導出 
 Model-Bにおいて、(5.7)式の fs，psi，μsiは既知であるため、ファジィ事象の確率 fsとそ
の推定値











εBd f                            (5.8) 
ただし、d ＝(di)：3 次のパラメータ・ベクトル， 
f ＝(fs)：選択対象数n次の被説明変数ベクトル， 



































 これにより、εsの二乗和 φは、 
 
   BdfBdfεεφ                    
     
BddBfdBff  2                        (5.9) 
 

































本章では、大学生（回答者数 124 名：男性 70名，女性 54名）に対して、図 5.1 の「地
名・都市名・県名に関するアンケート」を実施し（2014 年 8 月）、そこから得られるデー
タ（表 5.3～表 5.5）を基に、5.3 節と 5.4 節でそれぞれ提案した Model-A と Model-B の
実証分析を展開していくことにする。 
まず、上記のアンケート調査により収集した都市名のメンバーシップ値 μs2 と事前確率































































1 平を(　　　　）と呼ぶ 平 いわき（市） 福島（県） 平 いわき（市） 福島（県）
2 津田沼を(　　　　）と呼ぶ 津田沼 習志野（市） 千葉（県） 津田沼 船橋（市） 千葉（県）
3 本八幡を(　　　　）と呼ぶ 本八幡 市川（市） 千葉（県） 本八幡 市川（市） 千葉（県）
4 浦和を(　　　　）と呼ぶ 浦和 さいたま（市） 埼玉（県） 浦和 さいたま（市） 埼玉（県）
5 大宮を(　　　　）と呼ぶ 大宮 さいたま（市） 埼玉（県） 大宮 さいたま（市） 埼玉（県）
6 日吉を(　　　　）と呼ぶ 日吉 横浜（市） 神奈川（県） 日吉 横浜（市） 神奈川（県）
7 磯子を(　　　　）と呼ぶ 磯子 横浜（市） 神奈川（県） 磯子 横浜（市） 神奈川（県）
8 戸塚を(　　　　）と呼ぶ 戸塚 横浜（市） 神奈川（県） 戸塚 横浜（市） 神奈川（県）
9 直江津を(　　　　）と呼ぶ 直江津 上越（市） 新潟（県） 直江津 上越（市） 新潟（県）
10 清水を(　　　　）と呼ぶ 清水 静岡（市） 静岡（県） 清水 静岡（市） 静岡（県）
11 梅田を(　　　　）と呼ぶ 梅田 大阪（市） 大阪（府） 梅田 大阪（市） 大阪（府）
12 天王寺を(　　　　）と呼ぶ 天王寺 大阪（市） 大阪（府） 天王寺 大阪（市） 大阪（府）
13 三ノ宮を(　　　　）と呼ぶ 三ノ宮 神戸（市） 兵庫（県） 三ノ宮 神戸（市） 兵庫（県）
14 小倉を(　　　　）と呼ぶ 小倉 北九州（市） 福岡（県） 小倉 北九州（市） 福岡（県）
15 博多を(　　　　）と呼ぶ 博多 福岡（市） 福岡（県） 博多 福岡（市） 福岡（県）
２．以下の都市名が、どの程度わかり易く、記憶に浸透しているかについて答えてください。
当てはまる程度（1 ・　0.8　・ 0.6　 ・ 0.4　・　0.2  ・  0 ）のいずれか1つに○を付けてください。
都市名 わかりにくい わかり易い
1 いわき 1 0.8 0.6 0.4 0.2 0
2 習志野 1 0.8 0.6 0.4 0.2 0
3 市川 1 0.8 0.6 0.4 0.2 0
4 さいたま 1 0.8 0.6 0.4 0.2 0
5 横浜 1 0.8 0.6 0.4 0.2 0
6 上越 1 0.8 0.6 0.4 0.2 0
7 静岡 1 0.8 0.6 0.4 0.2 0
8 大阪 1 0.8 0.6 0.4 0.2 0
9 神戸 1 0.8 0.6 0.4 0.2 0
10 北九州 1 0.8 0.6 0.4 0.2 0











No. 性別 平 津田沼 本八幡 浦和 大宮 日吉 磯子 戸塚 直江津 清水 梅田 天王寺 三ノ宮 小倉 博多
1 女性 県名 県名 県名 地名 地名 県名 県名 県名 県名 県名 地名 地名 県名 県名 地名
2 女性 県名 地名 地名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 県名 県名 県名 県名 県名 地名 地名
3 男性 県名 地名 県名 地名 地名 都市名 地名 地名 県名 県名 県名 県名 県名 都市名 地名
4 男性 県名 県名 地名 県名 県名 県名 県名 地名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名
5 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
6 男性 地名 都市名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名
7 男性 都市名 地名 県名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 都市名 地名 地名 都市名 都市名 地名
8 男性 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
9 男性 都市名 地名 地名 地名 地名 都市名 都市名 地名 県名 都市名 地名 都市名 地名 地名 地名
10 男性 県名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 地名 県名 都市名 都市名 県名 地名
11 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
12 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
13 男性 県名 地名 都市名 都市名 地名 都市名 都市名 地名 都市名 都市名 地名 都市名 都市名 地名 都市名
14 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
15 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
16 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 地名 地名
17 男性 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 県名 地名 都市名 県名 県名 県名 県名
18 男性 県名 県名 県名 都市名 都市名 県名 県名 県名 県名 都市名 県名 県名 県名 県名 県名
19 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 地名 都市名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 地名
20 男性 都市名 都市名 地名 地名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 地名 地名 地名 都市名 都市名 地名
21 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
22 男性 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 地名 都市名 地名 都市名 都市名 都市名 地名 地名
23 男性 県名 地名 都市名 地名 地名 都市名 都市名 地名 都市名 県名 地名 都市名 地名 地名 地名
24 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 地名
25 男性 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
26 男性 県名 都市名 地名 都市名 都市名 県名 県名 県名 県名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名
27 女性 地名 地名 都市名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 県名 都市名 県名 地名 都市名 県名 地名
28 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
29 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
30 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
31 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
32 女性 県名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 県名 地名 地名 都市名 県名 地名
33 男性 都市名 都市名 県名 地名 地名 都市名 都市名 地名 県名 都市名 地名 都市名 都市名 県名 地名
34 女性 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
35 女性 都市名 都市名 地名 地名 地名 都市名 県名 県名 県名 都市名 都市名 都市名 都市名 県名 都市名
36 女性 県名 県名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 都市名 都市名 都市名 都市名 地名 県名 都市名
37 女性 都市名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 都市名 地名 都市名 地名 地名 地名 都市名 地名
38 女性 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 都市名 地名
39 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
40 女性 地名 地名 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 地名 地名 都市名 地名 都市名 地名
41 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
42 男性 県名 県名 県名 地名 地名 都市名 地名 都市名 県名 県名 都市名 県名 都市名 県名 地名
43 男性 県名 県名 県名 県名 都市名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名
44 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
45 男性 地名 地名 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
46 女性 県名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 地名 地名 都市名 都市名 地名 地名 地名 地名
47 女性 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 地名 県名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
48 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
49 女性 都市名 地名 都市名 地名 地名 地名 都市名 地名 県名 都市名 地名 地名 都市名 都市名 地名
50 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 地名 地名 県名 県名 地名 地名
51 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
52 女性 県名 都市名 県名 地名 地名 地名 都市名 県名 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
53 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
54 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
55 女性 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
56 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
57 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 地名 県名 県名 地名
58 女性 県名 県名 都市名 地名 地名 地名 県名 地名 県名 県名 地名 県名 県名 県名 地名
59 女性 県名 地名 都市名 地名 地名 都市名 県名 地名 地名 都市名 地名 地名 地名 地名 地名
60 男性 都市名 地名 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 県名 県名 都市名 都市名 地名
通常の場面





No. 性別 平 津田沼 本八幡 浦和 大宮 日吉 磯子 戸塚 直江津 清水 梅田 天王寺 三ノ宮 小倉 博多
61 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
62 女性 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
63 女性 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 県名 県名 地名 県名 都市名 都市名 地名
64 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
65 女性 県名 県名 県名 地名 地名 県名 県名 地名 都市名 県名 地名 県名 県名 県名 地名
66 男性 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
67 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
68 女性 地名 地名 地名 県名 地名 都市名 都市名 都市名 県名 地名 県名 県名 都市名 県名 地名
69 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
70 男性 県名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 地名 県名 地名 県名 地名 都市名 都市名 地名
71 女性 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 地名 地名 都市名 地名 地名
72 男性 県名 地名 県名 地名 地名 地名 県名 県名 県名 地名 県名 地名 県名 地名 地名
73 男性 県名 地名 地名 地名 地名 県名 県名 地名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 地名
74 男性 都市名 地名 地名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 都市名 県名 地名 地名 都市名 県名 地名
75 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
76 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
77 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
78 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
79 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
80 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 地名 地名 地名
81 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 都市名 県名 県名 地名 県名 県名 県名 地名
82 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
83 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
84 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
85 女性 県名 県名 県名 県名 県名 都市名 都市名 都市名 県名 県名 都市名 都市名 都市名 県名 県名
86 男性 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 都市名 県名 地名 県名 県名 県名 県名 地名
87 男性 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
88 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
89 男性 県名 地名 地名 地名 地名 都市名 都市名 地名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 地名
90 男性 地名 地名 地名 地名 地名 県名 県名 地名 県名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
91 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
92 女性 都市名 都市名 都市名 地名 地名 都市名 都市名 地名 県名 県名 地名 地名 都市名 県名 地名
93 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
94 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
95 男性 県名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
96 女性 県名 県名 県名 地名 地名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 地名
97 男性 県名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 地名
98 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
99 男性 県名 県名 県名 県名 県名 都市名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 地名 地名
100 男性 県名 県名 県名 県名 県名 都市名 県名 県名 県名 県名 都市名 県名 県名 県名 都市名
101 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
102 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
103 男性 都市名 県名 県名 県名 県名 都市名 都市名 都市名 県名 県名 都市名 都市名 県名 県名 都市名
104 男性 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 都市名 都市名 地名 地名 地名 都市名 地名
105 男性 地名 県名 都市名 地名 地名 都市名 県名 都市名 都市名 地名 地名 地名 地名 県名 地名
106 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
107 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
108 女性 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 都市名 都市名 都市名 県名 県名 都市名
109 女性 都市名 地名 地名 都市名 都市名 県名 県名 県名 県名 都市名 都市名 都市名 県名 県名 都市名
110 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
111 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
112 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
113 女性 県名 県名 県名 地名 地名 地名 県名 県名 県名 県名 地名 地名 県名 県名 県名
114 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
115 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
116 女性 都市名 地名 地名 地名 都市名 地名 都市名 都市名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 地名
117 男性 都市名 地名 地名 地名 地名 都市名 都市名 地名 県名 県名 地名 県名 県名 都市名 地名
118 男性 都市名 地名 地名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 地名 都市名 都市名 都市名 県名
119 男性 都市名 地名 地名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 都市名 県名 地名 地名 地名 都市名 地名
120 男性 県名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 地名
121 男性 県名 県名 県名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 県名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
122 女性 県名 地名 地名 地名 地名 都市名 県名 県名 県名 地名 地名 地名 県名 県名 地名
123 女性 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 県名 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
124 男性 県名 地名 地名 都市名 地名 都市名 都市名 都市名 県名 都市名 地名 都市名 都市名 地名 地名
通常の場面






No. 性別 本八幡 浦和 大宮 日吉 磯子 戸塚 直江津 清水 梅田 天王寺 三ノ宮 小倉 博多
1 女性 地名 地名 地名 県名 県名 都市名 県名 県名 地名 地名 県名 県名 県名
2 女性 地名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 県名 地名 県名 県名 都市名 地名 地名
3 男性 県名 都市名 都市名 都市名 地名 都市名 県名 県名 県名 県名 県名 都市名 地名
4 男性 地名 地名 地名 地名 県名 地名 県名 地名 県名 県名 県名 地名 地名
5 男性 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名
6 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
7 男性 県名 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 地名 地名 都市名 地名 地名
8 男性 県名 地名 地名 地名 都市名 地名 県名 都市名 地名 地名 都市名 地名 地名
9 男性 県名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 県名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名
10 男性 県名 都市名 都市名 都市名 都市名 地名 県名 都市名 県名 都市名 都市名 県名 都市名
11 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
12 女性 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名
13 男性 県名 都市名 県名 県名 都市名 都市名 地名 都市名 都市名 県名 都市名 都市名 県名
14 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 地名
15 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
16 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
17 男性 県名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 県名 都市名 県名 県名 県名 県名 県名
18 男性 都市名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 都市名 地名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名
19 女性 都市名 地名 地名 都市名 県名 県名 県名 都市名 都市名 県名 都市名 県名 地名
20 男性 都市名 地名 地名 地名 都市名 都市名 県名 都市名 地名 都市名 都市名 都市名 地名
21 女性 県名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 県名 都市名 地名 地名 地名 地名 地名
22 男性 県名 地名 地名 都市名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 地名 地名
23 男性 都市名 地名 地名 都市名 都市名 地名 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
24 男性 都市名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 都市名 都市名 都市名 地名
25 男性 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 県名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名
26 男性 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 県名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名
27 女性 県名 都市名 都市名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名
28 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
29 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
30 女性 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名
31 女性 地名 県名 県名 都市名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名
32 女性 地名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 県名 県名 地名 地名 都市名 県名 地名
33 男性 地名 都市名 都市名 都市名 都市名 地名 県名 都市名 地名 都市名 都市名 都市名 地名
34 女性 県名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名
35 女性 都市名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 地名
36 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 都市名
37 女性 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名
38 女性 地名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 地名 地名 都市名 都市名 地名
39 女性 県名 県名 県名 都市名 都市名 都市名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 地名
40 女性 都市名 地名 地名 地名 県名 地名 県名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 地名
41 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
42 男性 県名 都市名 都市名 地名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 都市名 県名 都市名
43 男性 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名
44 女性 県名 県名 地名 地名 地名 地名 県名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
45 男性 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
46 女性 都市名 地名 地名 都市名 地名 都市名 県名 県名 県名 都市名 地名 県名 地名
47 女性 県名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 県名 地名 地名 地名 都市名 都市名 地名
48 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
49 女性 都市名 都市名 地名 地名 都市名 地名 県名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 地名
50 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
51 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
52 女性 県名 地名 都市名 地名 都市名 都市名 都市名 都市名 地名 都市名 都市名 都市名 地名
53 女性 県名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 都市名 地名 地名 都市名 県名 地名
54 男性 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名
55 女性 地名 都市名 地名 地名 地名 都市名 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
56 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 都市名 都市名 地名 地名
57 女性 地名 地名 地名 都市名 地名 地名 都市名 県名 県名 地名 地名 地名 地名
58 女性 都市名 県名 県名 都市名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名
59 女性 都市名 地名 地名 県名 県名 都市名 都市名 都市名 地名 地名 地名 地名 地名
60 男性 都市名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 県名 県名 都市名 都市名 地名
わかり易い名称で伝える必要のある場面




No. 性別 本八幡 浦和 大宮 日吉 磯子 戸塚 直江津 清水 梅田 天王寺 三ノ宮 小倉 博多
61 女性 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名
62 女性 地名 地名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 地名 地名 地名 都市名 都市名 地名
63 女性 地名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 県名 県名 都市名 県名 都市名 都市名 地名
64 男性 地名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 県名 県名 都市名 県名 都市名 県名 地名
65 女性 県名 地名 地名 都市名 県名 地名 地名 都市名 地名 県名 県名 県名 地名
66 男性 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名
67 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
68 女性 地名 県名 地名 都市名 都市名 都市名 県名 地名 県名 県名 都市名 県名 地名
69 女性 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名
70 男性 県名 県名 都市名 県名 県名 都市名 県名 都市名 県名 地名 都市名 都市名 地名
71 女性 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 地名 地名 県名 都市名 地名
72 男性 地名 地名 地名 都市名 地名 地名 地名 都市名 地名 地名 地名 地名 地名
73 男性 地名 地名 地名 県名 県名 地名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 地名
74 男性 都市名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 県名 県名 地名 地名 都市名 県名 地名
75 女性 地名 地名 地名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名
76 男性 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名
77 男性 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 県名 地名 県名 地名 都市名 都市名 地名
78 男性 県名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 地名 地名 地名 都市名 地名
79 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 県名 地名 都市名 地名 地名
80 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
81 女性 地名 地名 地名 地名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 地名
82 男性 県名 都市名 地名 地名 地名 地名 都市名 県名 県名 県名 都市名 県名 地名
83 男性 地名 地名 地名地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 県名
84 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
85 女性 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名
86 男性 都市名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 都市名
87 男性 都市名 都市名 地名 地名 県名 県名 県名 都市名 都市名 県名 都市名 県名 地名
88 男性 都市名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 県名 都市名 地名 都市名 都市名 都市名 地名
89 男性 県名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 地名
90 男性 県名 県名 地名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 都市名 県名 県名
91 女性 県名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 県名 県名 都市名 都市名 都市名 県名 県名
92 女性 都市名 地名 地名 都市名 都市名 地名 県名 県名 地名 地名 都市名 県名 地名
93 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
94 女性 地名 地名 地名 地名 都市名 都市名 地名 地名 地名 地名 都市名 県名 地名
95 男性 都市名 地名 地名 地名 都市名 地名 都市名 都市名 地名 地名 地名 都市名 地名
96 女性 県名 都市名 地名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 地名
97 男性 都市名 地名 都市名 都市名 都市名 都市名 県名 県名 県名 県名 都市名 都市名 地名
98 女性 都市名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 地名
99 男性 県名 県名 県名 都市名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 都市名 県名
100 男性 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 都市名 県名 県名 県名 都市名
101 女性 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名
102 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 都市名 地名 地名 都市名 地名 地名
103 男性 県名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 県名 都市名 都市名 都市名 都市名 県名 都市名
104 男性 県名 都市名 都市名 県名 県名 都市名 県名 都市名 地名 都市名 都市名 県名 都市名
105 男性 都市名 地名 地名 都市名 県名 県名 県名 都市名 都市名 地名 地名 県名 地名
106 男性 県名 都市名 都市名 都市名 都市名 県名 県名 県名 地名 地名 都市名 地名 地名
107 男性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
108 女性 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名
109 女性 地名 都市名 都市名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名
110 男性 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名
111 男性 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名
112 男性 都市名 県名 都市名 県名 都市名 県名 県名 都市名 県名 都市名 都市名 県名 都市名
113 女性 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名
114 女性 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
115 男性 県名 県名 県名 県名 県名 県名 県名 地名 県名 県名 県名 県名 県名
116 女性 地名 地名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 県名 地名 地名 都市名 都市名 地名
117 男性 県名 県名 県名 都市名 都市名 県名 県名 県名 都市名 県名 県名 県名 地名
118 男性 都市名 都市名 地名 県名 都市名 県名 都市名 都市名 地名 県名 県名 県名 県名
119 男性 都市名 地名 地名 都市名 都市名 県名 都市名 県名 都市名 地名 都市名 県名 地名
120 男性 地名 地名 地名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 地名
121 男性 県名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 県名 地名 地名 地名 地名 地名 地名
122 女性 県名 県名 県名 都市名 都市名 都市名 県名 都市名 地名 県名 県名 県名 地名
123 女性 県名 都市名 地名 県名 県名 県名 都市名 都市名 都市名 都市名 都市名 県名 地名
124 男性 地名 都市名 地名 地名 地名 地名 県名 都市名 地名 都市名 都市名 地名 地名
わかり易い名称で伝える必要のある場面




No. 性別 いわき 習志野 市川 さいたま 横浜 上越 静岡 大阪 神戸 北九州 福岡
1 女性 0.4 0.4 0.4 1 0.6 0.2 0.4 0.8 0.6 0.6 0.6
2 女性 0.4 0.4 0.8 0.4 0.8 0.4 0.8 0.8 0.8 1 1
3 男性 0.2 0.2 0.2 0.6 1 0.4 0.6 1 1 0.8 1
4 男性 0.6 0.6 0.4 0.8 1 0.4 0.8 1 1 1 1
5 男性 0.8 0.8 1 1 1 0.8 1 1 1 1 1
6 男性 0 1 0.2 1 1 0 1 1 1 1 1
7 男性 0.8 0 0.2 1 1 1 1 1 1 1 1
8 男性 0.8 1 0.4 1 1 0.4 1 1 1 1 1
9 男性 0.4 0.4 0.4 1 1 0.2 1 1 1 1 1
10 男性 0.8 0 0 1 1 0.6 0.8 1 1 1 1
11 女性 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
12 女性 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8
13 男性 0.2 0.4 0.6 1 0.8 0.6 1 1 1 1 1
14 男性 1 1 1 1 1 0.8 1 1 1 1 1
15 男性 1 0.8 0.4 1 1 0.6 1 1 1 1 1
16 女性 1 0.6 0.6 0.8 1 0.4 0.4 0.8 0.8 0.2 0.8
17 男性 0.6 0.2 0 1 1 1 1 1 1 1 1
18 男性 0.6 1 1 1 1 0.4 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8
19 女性 1 1 1 0.8 1 0.6 1 1 1 1 1
20 男性 0.6 0.6 0.8 1 1 0.6 1 0.6 0.8 0.8 0.8
21 女性 0.4 0.6 0.4 0.6 1 0.4 1 1 1 0.8 1
22 男性 0.6 0.6 0.6 0.8 1 0.4 0.6 1 1 0.6 1
23 男性 0.4 1 0.4 0.8 1 0.4 0.8 1 1 1 1
24 男性 0.2 0.2 1 0.6 0.6 0.2 0.2 0.2 0.6 0.4 0.2
25 男性 0.8 0.6 0.8 1 1 0.4 1 1 1 1 1
26 男性 0.6 0.6 0.8 1 1 0.6 0.8 1 1 0.8 1
27 女性 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1
28 男性 1 0 0.8 1 1 0.8 1 1 1 0.8 1
29 男性 0.2 0.2 0.2 0.6 1 0.4 1 1 1 1 1
30 女性 0.8 0 0.2 1 1 0.4 1 1 1 0.8 0.8
31 女性 0.8 0.8 1 1 1 0.8 1 1 1 0.6 1
32 女性 0.6 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
33 男性 0.8 0.8 0.6 1 1 0.4 1 1 1 1 1
34 女性 0.2 0.2 0.4 1 1 0.4 1 1 1 0.8 1
35 女性 1 1 1 1 1 0.4 1 1 1 1 1
36 女性 1 1 1 1 1 0.8 0.8 1 1 1 1
37 女性 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
38 女性 0.4 0.4 0.4 0.6 1 1 0.6 1 1 0.8 0.8
39 女性 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1
40 女性 0 0.8 0.6 0.4 1 0.2 1 1 1 1 1
41 男性 0 0.2 0.4 1 1 0.6 1 1 1 1 1
42 男性 0 0.2 0 1 1 0 1 1 1 0.6 1
43 男性 0.2 0.4 0.6 1 1 0.6 1 1 1 0.8 1
44 女性 0.8 0.8 1 0.6 1 0.6 0.8 1 1 1 1
45 男性 0.2 0.4 0.8 1 1 0.2 1 1 1 1 1
46 男性 0.2 0.4 0.8 1 1 0.4 0.4 1 1 1 0.2
47 女性 1 0.8 0.8 1 1 1 1 1 1 1 1
48 女性 0.4 0.4 0.8 1 1 0.6 1 1 1 1 1
49 女性 1 1 1 1 1 0.8 1 1 1 1 1
50 男性 1 1 1 1 1 0.6 1 1 1 0.8 1
51 女性 0.4 0.4 0.4 1 1 0.4 1 1 1 1 1
52 女性 1 0.6 0 1 1 0.8 1 1 1 1 1
53 女性 1 0.4 0.4 1 1 1 1 1 1 0.6 1
54 男性 0.8 0.8 0.8 1 1 0.4 1 1 1 1 1
55 女性 1 1 1 1 1 0.8 1 1 1 1 1
56 男性 0.6 0.6 0.8 1 1 0.2 1 1 1 1 1
57 女性 0.2 0.2 0.2 1 1 0.8 1 1 1 1 1
58 女性 0.6 0.6 0.8 1 0.8 1 0.6 0.4 0.4 0.2 0.2
59 女性 0 0.6 0.6 0.8 1 0.8 1 1 1 1 1
60 男性 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1





No. 性別 いわき 習志野 市川 さいたま 横浜 上越 静岡 大阪 神戸 北九州 福岡
61 女性 0.8 1 1 1 1 0.4 1 1 1 1 1
62 女性 0.4 0.2 0.2 1 1 0.8 1 1 1 1 1
63 女性 0.2 1 1 1 1 0.2 1 1 1 1 1
64 男性 0.8 0.6 0.4 0.4 0.8 0.4 0.4 0.8 0.8 0.6 0.6
65 女性 0.2 0.4 0.2 1 1 0.8 1 1 1 0.8 1
66 男性 1 0.6 1 1 1 0.8 1 1 1 1 1
67 女性 0.6 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
68 女性 0.2 0.2 0.2 0.6 1 0.4 1 1 1 0.4 0.8
69 女性 0.4 0.4 1 1 1 0.8 1 1 1 1 1
70 男性 0.6 0.8 0.4 1 1 1 1 1 1 1 1
71 女性 1 1 0.4 1 1 1 1 1 1 0.8 1
72 男性 0 0.4 1 1 1 1 1 1 1 1 1
73 男性 1 0.8 1 1 1 0.6 1 1 1 0.8 1
74 男性 0.2 0.6 0.8 1 1 0.6 0.8 1 1 0.8 1
75 女性 1 0 0 1 1 0 1 1 1 1 1
76 男性 0.4 0.6 0.4 1 1 0.6 1 1 1 1 1
77 男性 0.8 0.8 1 1 1 0.4 1 1 1 1 1
78 男性 0.8 0.8 0.6 1 1 0.8 1 1 1 1 1
79 男性 0.2 0.4 0.8 1 1 0.2 1 1 1 0.8 1
80 女性 0.6 0.2 0 0.6 0.8 0.6 0.6 1 1 0.2 0.6
81 女性 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
82 男性 1 0.2 0.2 1 1 0.8 1 1 1 0.6 1
83 男性 0.8 0.2 0.2 1 1 0.4 1 1 1 0.6 1
84 男性 0 0 0 0.8 1 0.8 1 1 1 1 1
85 女性 0.2 0.4 0.4 0.8 1 0.2 0.8 1 1 1 1
86 男性 1 1 1 1 1 0.6 0.6 0.6 0.6 0.4 0.6
87 男性 0.6 0.6 0.6 1 1 0.6 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8
88 男性 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1
89 男性 0.2 1 1 1 1 0.2 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8
90 男性 0 0 0.6 1 1 0.6 1 1 1 0.6 1
91 女性 0.4 0.6 0.6 0.8 1 0.4 1 1 1 0.8 0.8
92 女性 0.8 1 1 1 1 0.6 1 1 1 0.8 1
93 男性 1 0 0 1 1 0 1 1 1 0.8 1
94 女性 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
95 男性 0.2 1 0.6 1 1 1 1 1 1 1 1
96 女性 0.4 0.4 0.2 1 1 0.4 1 1 1 0.8 1
97 男性 0.2 0.2 0.4 0.8 1 0.4 0.8 1 1 1 1
98 女性 1 1 1 1 1 0.8 1 1 1 1 1
99 男性 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1
100 男性 0 0 0.4 1 1 0.6 1 1 1 0.2 0.8
101 女性 0.6 0 0.6 1 1 0.6 1 1 1 1 1
102 男性 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1
103 男性 0.8 0.2 0.6 1 1 0.8 1 1 1 0.6 1
104 男性 0.2 0 0.2 1 1 0.4 1 1 1 1 1
105 男性 0.4 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1
106 男性 0.6 1 1 1 1 0.6 0.6 1 1 1 0
107 男性 1 1 0.2 1 1 0.2 1 1 1 1 1
108 女性 0.4 0 0 1 1 0.4 1 1 1 0.8 0.8
109 女性 1 1 1 1 1 0.6 1 1 1 1 1
110 男性 0.2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
111 男性 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
112 男性 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
113 女性 1 1 1 1 1 0 1 1 1 0.8 1
114 女性 0.8 0.4 0.4 1 1 0.8 1 1 0.8 0.8 1
115 男性 0 0 0.2 0.4 0.6 0.6 1 1 1 1 1
116 女性 0.2 0.2 0.6 0.8 1 0.4 0.8 1 1 0.6 1
117 男性 0.2 0.4 0 0.6 0.8 0.2 1 1 0.8 0.8 1
118 男性 0.8 1 1 1 0.6 0.2 0.6 0 0 0.4 0.6
119 男性 1 6 1 1 1 0.8 1 1 1 0.8 1
120 男性 0.2 0.2 0.6 1 1 0.8 1 1 1 1 1
121 男性 0.6 0.2 0.1 1 1 0.4 1 1 1 1 1
122 女性 1 1 1 1 1 0.6 1 1 1 0.6 1
123 女性 0.4 0.4 0.6 1 1 0.6 1 1 1 1 1
124 男性 0.2 0.6 0.4 1 1 0 1 1 1 1 1








① 「通常の場面」における被験者毎のサンプル s（地名）に対する選択対象 i（地名・
都市名・県）の回答（表 5.3-1 と表 5.3-2）を集計し、その集計値を全被験者数で除
することで、事前確率 psiを算出する。 
② 「地名をわかり易い名称で伝える必要のある場面」における被験者毎のサンプル s
に対する選択対象 i の回答（表 5.4-1 と表 5.4-2）を集計し、その集計値を全被験者
数で除することで、事後確率 qsiを算出する。 
③ 「都市名のわかり易さ」における被験者毎のサンプル s に対する都市名のメンバー
シップ値 μs2の回答（表 5.5-1 と表 5.5-2）を集計し、その集計値を全被験者数で除
することで、メンバーシップ値 μs2の平均値を算出する。 
 
上記の手順により算出した事前確率 psi，事後確率 qsi，メンバーシップ値 μs2をModel-A 
に代入し、地名と県名のメンバーシップ値を推定した結果、表 5.6 の推定値が得られた。
さらに、Model-B に Model-A で推定したメンバーシップ値を代入し、パラメータ diの最
小二乗解を推定した結果、表 5.7 のような推定値が得られた。 
 
 
s 地名 f s μ s 1 μ s 2 μ s 3 f s 1 f s 2 f s 3
1 平 0.7574 0.2728 0.5952 1.0000 0.0654 0.1558 0.4984
2 津田沼 0.3171 0.1083 0.6032 0.4536 0.0515 0.1119 0.1536
3 本八幡 0.3617 0.1043 0.5944 0.4731 0.0404 0.1534 0.1679
4 浦和 0.3718 0.1037 0.9323 0.4877 0.0579 0.2124 0.1046
5 大宮 0.3492 0.1370 0.9323 0.4877 0.0898 0.1856 0.0711
6 日吉 0.7036 0.3205 0.9758 0.8665 0.1306 0.4229 0.1380
7 磯子 0.7334 0.2295 0.9758 0.8665 0.0603 0.3881 0.2943
8 戸塚 0.6627 0.1931 0.9758 0.8665 0.0670 0.3464 0.2580
9 直江津 0.4953 0.2091 0.5935 0.5786 0.0489 0.1245 0.3220
10 清水 0.5768 0.1799 0.9242 0.5878 0.0551 0.3130 0.2086
11 梅田 0.6563 0.2508 0.9613 0.9742 0.1070 0.2050 0.3509
12 天王寺 0.7129 0.3463 0.9613 0.9742 0.1454 0.2295 0.3327
13 三ノ宮 0.6358 0.1867 0.9613 0.5031 0.0482 0.4496 0.1380
14 小倉 0.5688 0.2085 0.8710 0.6169 0.0622 0.2529 0.2537
15 博多 0.4995 0.2597 0.9371 0.9926 0.1718 0.1436 0.1841
^ ^ ^
表 5.6  Model-A による実証分析の結果 
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市名よりも「福島」という県名が、東日本大震災（2011 年 3 月 11日に発生）で日本人の
記憶に浸透したことによるものではないかと思われる。これより、本章の Model-A から推
定されたメンバーシップ値が現実に即した結果であることがわかる。 















































































第 6章 「3段階の階層型ファジィ情報路モデル」 
 
 

























一方、第 1 章と第 2 章では、Shannon の情報理論（information theory）に基づき、従




























i：第 1 階層の上位選択対象（i ＝1,2） 
j：第 2 階層の選択要因（j ＝1,2,…,ni） 
t，k：第 3 階層の下位選択対象（t ＝1,2,…,  ，k ＝1,2,…, β） 
r：選択行動の行動主体（r ＝1,2,…,v ） 
q：下位選択対象 t に対する選択確率 















④ 上記の特性値 δij は、閉区間[0,1]の値をとり、これが大きいほど好ましいものとす
る。 
⑤ 本章の提案モデルにおけるメンバーシップ値は小さいほど良い状態を意味するた






























第 1 階層 
第 2 階層 
第 3 階層 
Step1（ウェイト） Step2（ウェイト） 
Step3（満足度） 



















ウェイト wr1  i＝1 





下位選択対象 t=  
ウェイト wr11 j=1 
 
下位選択対象 t=1  
下位選択対象 t=  

















本章の提案モデル（Model-A と Model-B）の Step1 と Step2 では、それぞれ第 1 階層
の上位選択対象 i に対するウェイト wri（r：選択行動の主体）と第 2 階層の選択要因 j に
対するウェイト wrijを推定する。また、Step3 では、Step1 と Step2 で推定したウェイト
wri，wrijと、第 3 階層の下位選択対象 t（i ＝1 の場合）または k（i ＝2 の場合）に対す
るメンバーシップ値 μrijt，μrijkから、それぞれの下位選択対象に対する満足度を推定する。
さらに、Step4 では、Step3 の下位選択対象 t と k を組み合わせた満足度 Ztkから、各下位














 Model-A では、上記のような 2 つの仮説を、それぞれ平均特性値 L とファジィ・エント
ロピーH によって捉えることにする。ただし、前述の前提条件⑤に従い、仮説Ⅰを「平均
特性値 L を小さくするような選択」として位置づけることにする。 
 
【Step1】第 1 階層の上位選択対象 i に対するウェイト wr1  と wr2 の推定（図 6.2） 
まず、上記の 2 つの仮説に従って、平均特性値 Lrとファジィ・エントロピーHrを、そ
れぞれ(6.1)式と(6.2)式のように定式化する。この平均特性値 Lrは、選択行動の主体 r の感








ririr wL                                    (6.1) 




















wri：第 1 階層における選択行動主体 r 別の上位選択対象 i
に対するウェイト， 

























                           (6.3) 
 
(6.3)式の φrはウェイト wriに関して上に凸であるため、φrを最大化するウェイト wriを






























               (6.4) 
ただし、    riririririh   1log1log                   
 




上位選択対象 i＝1 に対する 
メンバーシップ値（μr1） 





























                                           (6.6) 
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                                             (6.11) 
ただし、 L
H





【Step2】第 2 階層の選択要因 j に対するウェイト wrijの推定（図 6.3） 
図 6.3 の第 2 階層は、第 1 階層の上位選択対象 i ごとに異なる選択要因 j によって構成
されているが、ここでは簡単のために第 1 階層の要因が 2 つの場合を考えることにする。
ただし、第 1 階層の選択要因数が 3 以上の場合も、i の個数を増加させるだけで、第 1 階
層の選択要因数が 2 のときと全く同じ分析モデルとなる。 
そこで、まず第 1 階層の上位選択対象 i ごとに、第 2 階層の選択要因 j に対するウェイ
ト wrijを推定するために、Step1 と同様の 2 つの仮説を設定し、平均特性値 Lriとファジィ・
エントロピーHri を、それぞれ(6.12)式と(6.13)式のように定式化する。ここで、選択行動
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wrij：第 2 階層における選択行動主体 r 別の選択要因 j に対
するウェイト， 
































                     (6.14) 
 
 (6.14)式の φriについても、Step1 と同様に、wrijに関して上に凸であるため、φriを wrij
































          (6.15) 
ただし、    rijrijrijrijrijh   11 loglog                  
 














                   (6.16) 
図 6.3 第 2 階層目のメンバーシップ値とウェイトの構造 
 
 
上位選択対象 i  
(i＝1,2) 
選択要因 j＝1 に対する 
メンバーシップ値（μri1） 








































































【Step3】下位選択対象 t と k を組み合わせた、選択行動の主体 r 別満足度の算出 
Step3 では、下位選択対象 t（t＝1,2,…, ）と k（k＝1,2,…,β）を組み合わせた拡大推論
をモデル化すべく、選択行動の主体 r 別（r ＝1,2,…,v ）の満足度 Zrtkを(6.21)式のように
定式化する。この(6.21)式に、(6.9)式と(6.19)式で推定したウェイト（wri と wrij）とメン































                                        (6.22) 
 
このように、Step1 と Step2 で推定したウェイト（wri と wrij）と、第 3 階層の下位選択
対象 t または k に対するメンバーシップ値（μrijtと μrijk）から、それぞれの下位選択対象
t と k を組み合わせた平均満足度 Ztkが得られるのである。 
 
【Step4】下位選択対象 t と k の選択確率（qtと ptk）の推定（図 6.4） 
次に、下位選択対象 t の選択確率を qt、下位選択対象 t と k の組み合わせに対する選択
確率を ptkとし、Step1 における 2 つの仮説に従って、平均特性値 L とファジィ・エント
ロピーH を、それぞれ(6.23)式と(6.24)式のように定式化する。この平均特性値 L は下位
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tt hpqhqppqqqH loglog    (6.24) 
ただし、    ttttth  

11 loglog ， 
   tktktktktkh   1log1log ， 
qt：下位選択対象 t の選択確率，  
ptk：下位選択対象 tとkを組み合わせに対する選択確率， 
μtk：下位選択対象 t と k を組み合わせに対するメンバー
シップ値， 
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log        (6.26) 
 














下位選択対象 t (t＝1) 






下位選択対象 k (k＝β) 
下位選択対象 k (k＝1) 

























           (6.27) 
 









                        (6.28) 
 ただし、 L
H
































Model-A の(6.2)式と(6.13)式における右辺第 2 項（漠然性，重みつきメンバーシップ値ま






【Step1】上位選択対象 i に対するウェイト wr1 と wr2の推定 









ririr wL                                    (6.30) 


































                       (6.32) 
 































              (6.33) 
ただし、    riririririh   1log1log                   
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た wriが φrの最大値であるかどうかを確認するため、いくつかの wriの近傍に関して φrを






【Step2】第 2 階層の選択要因 j に対するウェイト wrijの推定 
 次に、第 2 階層の選択要因 j に対するウェイト wrijを推定するために、Step1 と同様に、
平均特性値 Lriを (6.40)式のように定式化する。また、Model-A のファジィ・エントロピ
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                    (6.42) 
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          (6.43) 
ただし、    rijrijrijrijrijh   11 loglog                  
 


















































                                       (6.47) 


























出した wrijが φriの最大値であるかどうかを確認するため、いくつかの wrijの近傍に関して






【Step3】下位選択対象 t と k を組み合わせた、選択行動の主体 r 別満足度の算出 
Model-B の Step1 と Step2 で、それぞれウェイト wri と wrij を推定すれば、Step3 に





【Step4】下位選択対象 t と k を組み合わせに対する選択確率（qtと ptk）の推定 
次に、下位選択対象 t の選択確率（qt）と下位選択対象 t に対する下位選択対象 k の選
択確率（ptk）を推定するために、平均特性値 L を (6.49)式のように定式化する。また、
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tt hpqhqppqqqH (6.50) 
 
ここで、Model-A と同様に、(6.49)式および(6.50)式における qtと ptkを統合すべく、新
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log          (6.52) 
 




















             (6.53) 
 
(6.53)式が最大値を持つとすれば、Step1 と同様に、(6.53)式を πtkで偏微分して 0 とお
いた方程式を満足する。そこで、その方程式を整理することにより πtkの解を導くと、(6.54)
式のようになる。これにより、Model-A における(6.28)式の解は、Model-B において(6.54)








                      (6.54) 
 ただし、 L
H











                   (6.55) 
 
(6.55)式の左辺は、U に関して単調減少であるため、(6.55)式を満足する解が存在すると
すれば、それがただ一つの解であり、その解における πtk が近傍の πtkよりも大きければ、
それが πtk の最大値となる。したがって、(6.55)式を満足する U を数値的に求め、その値
を(6.54)式に代入することにより、πtk を算出することができる。ただし、こうして算出し
た πtkが φの最大値であるかどうかを確認するため、いくつかの πtkの近傍に関して φを算

















そこで、大学生に対して携帯端末8と通信会社9のアンケート調査（図 6.6-1～図 6.6-3 の
アンケート調査票を用いた調査）を行い、その結果（回答者数 73 名：男性 44 名，女性




































選択要因 j＝8 の 
ウェイト wr18 
通信会社 i＝2 
NTT ドコモ k＝1 
ソフトバンク k＝2 
KDDI  k＝3 
選択要因 j＝1 の 
ウェイト wr21 
NTT ドコモ k＝1 
ソフトバンク k＝2 





































No. 性別 Q1 Q2 Q11 Q12 Q13 Q14 Q15 Q16 Q17 Q18 Q21 Q22 Q23 Q24 Q25 Q26
1 男性 0.7 0.7 0.9 0.3 0.5 0.5 0.7 0.9 0.3 0.7 0.7 0.7 0.7 0.9 0.5 0.7
2 男性 0.9 0.7 0.9 0.7 0.7 0.9 0.9 0.7 0.1 0.3 0.7 0.7 0.7 0.9 0.5 0.9
3 女性 0.9 0.5 0.9 0.7 0.5 0.9 0.5 0.5 0.7 0.9 0.9 0.5 0.9 0.5 0.7 0.9
4 男性 0.7 0.5 0.7 0.7 0.5 0.5 0.9 0.3 0.7 0.7 0.5 0.5 0.7 0.5 0.3 0.9
5 女性 0.9 0.7 0.9 0.9 0.9 0.9 0.5 0.7 0.9 0.9 0.9 0.5 0.9 0.9 0.5 0.9
6 女性 0.7 0.7 0.9 0.9 0.9 0.9 0.7 0.7 0.7 0.7 0.9 0.7 0.9 0.9 0.7 0.9
7 女性 0.9 0.7 0.9 0.7 0.7 0.9 0.7 0.9 0.5 0.5 0.9 0.1 0.9 0.7 0.7 0.9
8 女性 0.7 0.7 0.9 0.5 0.1 0.1 0.1 0.7 0.5 0.5 0.9 0.7 0.9 0.9 0.1 0.7
9 男性 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
10 女性 0.9 0.7 0.9 0.7 0.7 0.5 0.5 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.5 0.7
11 男性 0.9 0.7 0.9 0.7 0.5 0.7 0.1 0.9 0.1 0.1 0.9 0.5 0.9 0.9 0.9 0.9
12 男性 0.7 0.9 0.9 0.7 0.5 0.7 0.5 0.9 0.5 0.5 0.9 0.1 0.9 0.9 0.1 0.1
13 男性 0.9 0.7 0.9 0.7 0.5 0.9 0.7 0.3 0.3 0.7 0.7 0.9 0.7 0.7 0.7 0.9
14 女性 0.7 0.9 0.9 0.7 0.7 0.5 0.3 0.9 0.7 0.9 0.9 0.9 0.9 0.7 0.5 0.9
15 女性 0.9 0.7 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.7 0.7 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9
16 男性 0.7 0.9 0.7 0.9 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.3 0.7 0.9 0.7 0.5 0.7 0.5
17 男性 0.9 0.5 0.9 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.9 0.1 0.9 0.3 0.9 0.3 0.7 0.7
18 男性 0.9 0.3 0.9 0.1 0.3 0.7 0.1 0.7 0.9 0.5 0.7 0.9 0.7 0.5 0.3 0.9
19 男性 0.5 0.5 0.9 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.9 0.7 0.7 0.7 0.5 0.7
20 男性 0.9 0.7 0.9 0.7 0.5 0.7 0.7 0.7 0.5 0.7 0.7 0.5 0.9 0.7 0.7 0.9
21 男性 0.1 0.1 0.9 0.9 0.7 0.9 0.5 0.5 0.5 0.5 0.9 0.1 0.9 0.1 0.1 0.1
22 女性 0.7 0.5 0.7 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.1 0.5 0.7 0.1 0.7 0.7 0.5 0.7
23 女性 0.9 0.7 0.9 0.7 0.5 0.3 0.7 0.9 0.5 0.3 0.9 0.7 0.7 0.9 0.3 0.7
24 女性 0.7 0.7 0.7 0.5 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.9 0.9 0.7 0.9 0.5 0.5
25 男性 0.5 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.3 0.7 0.7 0.5 0.7 0.5 0.7 0.7 0.7 0.5
26 女性 0.5 0.5 0.9 0.7 0.5 0.7 0.7 0.9 0.1 0.1 0.9 0.1 0.7 0.5 0.7 0.1
27 女性 0.9 0.5 0.7 0.7 0.1 0.7 0.5 0.9 0.5 0.5 0.7 0.5 0.7 0.9 0.7 0.9
28 女性 0.7 0.7 0.7 0.5 0.7 0.7 0.5 0.9 0.5 0.5 0.9 0.7 0.9 0.9 0.5 0.7
29 男性 0.7 0.7 0.7 0.9 0.5 0.9 0.9 0.7 0.9 0.1 0.9 0.9 0.9 0.7 0.7 0.7
30 男性 0.5 0.7 0.9 0.7 0.7 0.7 0.9 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.5 0.7 0.7
31 男性 0.7 0.7 0.9 0.7 0.3 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5
32 男性 0.7 0.7 0.9 0.5 0.9 0.7 0.7 0.9 0.5 0.5 0.9 0.9 0.9 0.7 0.5 0.7
33 男性 0.9 0.7 0.9 0.3 0.7 0.3 0.7 0.1 0.3 0.1 0.7 0.5 0.7 0.5 0.7 0.7
34 男性 0.9 0.5 0.5 0.7 0.7 0.5 0.9 0.7 0.9 0.3 0.7 0.9 0.9 0.9 0.3 0.9
35 男性 0.9 0.9 0.9 0.5 0.1 0.9 0.9 0.3 0.9 0.9 0.9 0.5 0.7 0.9 0.7 0.9
36 男性 0.9 0.3 0.7 0.3 0.3 0.7 0.9 0.9 0.1 0.3 0.9 0.5 0.9 0.7 0.5 0.7
37 女性 0.5 0.5 0.7 0.7 0.5 0.7 0.5 0.9 0.5 0.9 0.7 0.5 0.9 0.7 0.5 0.7
38 女性 0.9 0.7 0.9 0.9 0.9 0.9 0.1 0.5 0.5 0.5 0.9 0.1 0.9 0.9 0.5 0.7
39 女性 0.7 0.7 0.9 0.9 0.7 0.7 0.9 0.7 0.5 0.7 0.9 0.7 0.7 0.9 0.9 0.9
40 女性 0.9 0.5 0.7 0.7 0.5 0.7 0.5 0.7 0.5 0.5 0.9 0.7 0.9 0.9 0.5 0.9
41 女性 0.7 0.9 0.7 0.3 0.7 0.5 0.5 0.7 0.3 0.1 0.9 0.9 0.9 0.9 0.5 0.9
42 女性 0.9 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.3 0.5 0.3 0.3 0.9 0.7 0.9 0.7 0.7 0.7
43 男性 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.9 0.3 0.3 0.7 0.9 0.7 0.9 0.9 0.9
44 女性 0.7 0.5 0.9 0.5 0.7 0.7 0.5 0.5 0.9 0.3 0.9 0.5 0.9 0.7 0.7 0.1
45 女性 0.9 0.9 0.9 0.7 0.9 0.9 0.7 0.9 0.5 0.3 0.9 0.9 0.9 0.9 0.5 0.9
46 男性 0.7 0.9 0.9 0.1 0.5 0.9 0.1 0.9 0.9 0.9 0.9 0.5 0.9 0.9 0.7 0.3
47 男性 0.9 0.7 0.9 0.9 0.7 0.9 0.5 0.9 0.9 0.1 0.9 0.9 0.9 0.9 0.5 0.7
48 男性 0.9 0.7 0.7 0.5 0.9 0.7 0.7 0.9 0.3 0.1 0.9 0.9 0.7 0.7 0.1 0.9
49 男性 0.9 0.7 0.7 0.9 0.9 0.7 0.5 0.9 0.7 0.5 0.9 0.5 0.9 0.9 0.3 0.7
50 男性 0.9 0.7 0.7 0.7 0.7 0.1 0.9 0.3 0.7 0.1 0.7 0.9 0.7 0.3 0.9 0.1
51 男性 0.7 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.1 0.7 0.3 0.3 0.7 0.7 0.7 0.7 0.3 0.3
52 女性 0.7 0.5 0.5 0.3 0.7 0.3 0.3 0.5 0.7 0.7 0.7 0.9 0.7 0.7 0.3 0.3
53 男性 0.7 0.7 0.9 0.7 0.9 0.9 0.7 0.9 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.9
54 男性 0.9 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.9 0.7 0.3 0.7 0.9 0.7 0.7 0.5 0.7
55 男性 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.9 0.7 0.9 0.7 0.5 0.9 0.9 0.9 0.9 0.7 0.7
56 女性 0.7 0.9 0.9 0.7 0.7 0.3 0.7 0.3 0.3 0.3 0.9 0.5 0.9 0.5 0.5 0.9
57 女性 0.7 0.7 0.9 0.9 0.7 0.7 0.9 0.7 0.7 0.5 0.9 0.7 0.9 0.9 0.9 0.9
58 男性 0.7 0.3 0.9 0.9 0.9 0.7 0.3 0.7 0.3 0.3 0.1 0.9 0.1 0.1 0.1 0.9
59 男性 0.9 0.7 0.9 0.9 0.7 0.9 0.5 0.7 0.7 0.5 0.9 0.7 0.7 0.9 0.5 0.7
60 男性 0.9 0.3 0.9 0.7 0.7 0.5 0.3 0.7 0.9 0.1 0.9 0.7 0.7 0.5 0.5 0.3
61 女性 0.9 0.9 0.9 0.7 0.3 0.9 0.1 0.9 0.3 0.7 0.9 0.1 0.9 0.9 0.7 0.1
62 男性 0.5 0.5 0.7 0.9 0.5 0.9 0.3 0.9 0.1 0.3 0.9 0.3 0.7 0.9 0.1 0.1
63 女性 0.5 0.3 0.7 0.3 0.3 0.5 0.3 0.7 0.7 0.7 0.9 0.5 0.7 0.7 0.5 0.7
64 男性 0.9 0.3 0.9 0.5 0.3 0.5 0.7 0.3 0.3 0.5 0.5 0.7 0.5 0.7 0.5 0.9
65 男性 0.7 0.3 0.9 0.3 0.3 0.7 0.3 0.3 0.5 0.5 0.7 0.7 0.5 0.5 0.3 0.9
66 男性 0.9 0.7 0.9 0.7 0.1 0.9 0.1 0.5 0.3 0.1 0.9 0.9 0.9 0.7 0.1 0.9
67 男性 0.5 0.7 0.9 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.9 0.7 0.7 0.7 0.3 0.7
68 男性 0.5 0.3 0.7 0.7 0.3 0.5 0.5 0.7 0.3 0.3 0.7 0.3 0.7 0.7 0.1 0.7
69 女性 0.7 0.9 0.7 0.3 0.7 0.7 0.7 0.9 0.7 0.1 0.9 0.7 0.9 0.9 0.7 0.1
70 男性 0.9 0.9 0.9 0.9 0.5 0.7 0.9 0.1 0.3 0.5 0.9 0.9 0.9 0.7 0.7 0.9
71 男性 0.9 0.5 0.7 0.7 0.3 0.5 0.9 0.5 0.3 0.1 0.5 0.9 0.5 0.5 0.5 0.7
72 女性 0.9 0.7 0.9 0.3 0.7 0.9 0.5 0.5 0.9 0.3 0.7 0.9 0.9 0.7 0.5 0.9
73 男性 0.5 0.7 0.5 0.3 0.7 0.5 0.1 0.7 0.1 0.1 0.5 0.9 0.7 0.5 0.7 0.9






iPhone Android その他 iPhone Android その他 iPhone Android その他 iPhone Android その他 iPhone Android その他 iPhone Android その他 iPhone Android その他 iPhone Android その他
1 男性 0.7 0.3 0.9 0.7 0.9 0.7 0.3 0.7 0.9 0.7 0.7 0.1 0.5 0.7 0.5 0.5 0.3 0.7 0.7 0.5 0.3 0.3 0.7 0.5
2 男性 0.9 0.3 0.3 0.9 0.9 0.1 0.3 0.7 0.9 0.9 0.7 0.1 0.9 0.7 0.3 0.5 0.5 0.7 0.5 0.9 0.1 0.9 0.3 0.1
3 女性 0.7 0.3 0.1 0.7 0.5 0.1 0.1 0.9 0.9 0.9 0.7 0.1 0.9 0.5 0.5 0.1 0.3 0.7 0.9 0.5 0.5 0.9 0.5 0.5
4 男性 0.9 0.7 0.3 0.7 0.7 0.1 0.1 0.9 0.5 0.5 0.5 0.1 0.9 0.7 0.5 0.3 0.3 0.5 0.7 0.7 0.5 0.9 0.3 0.1
5 女性 0.9 0.7 0.5 0.9 0.9 0.5 0.1 0.9 0.9 0.9 0.9 0.3 0.9 0.9 0.5 0.1 0.3 0.7 0.7 0.7 0.5 0.9 0.7 0.3
6 女性 0.9 0.5 0.1 0.9 0.5 0.1 0.9 0.5 0.7 0.9 0.5 0.1 0.9 0.5 0.1 0.1 0.5 0.9 0.9 0.5 0.1 0.9 0.5 0.1
7 女性 0.9 0.9 0.5 0.7 0.9 0.7 0.3 0.9 0.9 0.9 0.7 0.3 0.9 0.7 0.3 0.1 0.3 0.7 0.7 0.9 0.5 0.9 0.7 0.7
8 女性 0.9 0.1 0.1 0.9 0.7 0.1 0.9 0.7 0.5 0.9 0.7 0.1 0.9 0.1 0.1 0.1 0.1 0.3 0.5 0.5 0.5 0.1 0.1 0.1
9 男性 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
10 女性 0.9 0.1 0.7 0.7 0.7 0.5 0.9 0.7 0.5 0.7 0.7 0.7 0.9 0.5 0.5 0.5 0.7 0.9 0.9 0.3 0.1 0.5 0.5 0.5
11 男性 0.9 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
12 男性 0.7 0.5 0.9 0.3 0.9 0.5 0.1 0.9 0.9 0.9 0.9 0.1 0.5 0.5 0.5 0.3 0.7 0.9 0.1 0.9 0.1 0.3 0.5 0.5
13 男性 0.7 0.3 0.5 0.7 0.5 0.3 0.3 0.7 0.7 0.9 0.7 0.5 0.9 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.3 0.7 0.5 0.3
14 女性 0.9 0.5 0.3 0.9 0.7 0.3 0.5 0.9 0.7 0.9 0.7 0.3 0.9 0.7 0.3 0.1 0.3 0.9 0.9 0.7 0.5 0.9 0.5 0.7
15 女性 0.7 0.7 0.5 0.7 0.7 0.5 0.7 0.9 0.7 0.7 0.7 0.1 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.3 0.9 0.7 0.3
16 男性 0.9 0.7 0.5 0.9 0.7 0.3 0.5 0.9 0.7 0.9 0.9 0.3 0.9 0.7 0.7 0.5 0.7 0.9 0.7 0.7 0.5 0.3 0.3 0.7
17 男性 0.9 0.3 0.3 0.7 0.5 0.1 0.7 0.7 0.9 0.9 0.7 0.3 0.9 0.7 0.3 0.1 0.5 0.9 0.3 0.9 0.1 0.9 0.5 0.1
18 男性 0.7 0.5 0.5 0.1 0.7 0.3 0.1 0.9 0.9 0.9 0.9 0.1 0.9 0.7 0.5 0.7 0.3 0.3 0.9 0.9 0.5 0.3 0.9 0.9
19 男性 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
20 男性 0.9 0.3 0.5 0.7 0.9 0.5 0.7 0.9 0.9 0.9 0.9 0.7 0.9 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.9 0.5 0.7 0.5 0.5
21 男性 0.9 0.5 0.3 0.7 0.3 0.3 0.9 0.5 0.3 0.9 0.5 0.1 0.9 0.5 0.1 0.7 0.5 0.3 0.9 0.7 0.3 0.7 0.5 0.1
22 女性 0.9 0.3 0.1 0.9 0.7 0.1 0.1 0.7 0.7 0.9 0.7 0.3 0.9 0.3 0.1 0.5 0.7 0.9 0.7 0.7 0.3 0.9 0.9 0.1
23 女性 0.9 0.7 0.5 0.7 0.5 0.3 0.3 0.9 0.5 0.7 0.7 0.3 0.9 0.7 0.5 0.9 0.5 0.7 0.7 0.7 0.5 0.7 0.5 0.5
24 女性 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.7 0.9 0.9 0.7 0.9 0.3 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.9 0.7 0.7 0.5 0.9 0.7 0.3
25 男性 0.7 0.5 0.3 0.7 0.7 0.5 0.3 0.5 0.7 0.5 0.5 0.4 0.7 0.5 0.3 0.7 0.3 0.1 0.7 0.5 0.3 0.5 0.7 0.7
26 女性 0.7 0.3 0.5 0.5 0.7 0.3 0.9 0.3 0.3 0.9 0.7 0.1 0.9 0.5 0.7 0.1 0.9 0.9 0.5 0.9 0.3 0.1 0.7 0.7
27 女性 0.9 0.5 0.7 0.7 0.5 0.7 0.1 0.7 0.9 0.9 0.7 0.1 0.7 0.5 0.9 0.7 0.7 0.9 0.7 0.5 0.7 0.7 0.5 0.5
28 女性 0.9 0.7 0.7 0.9 0.7 0.7 0.1 0.7 0.9 0.9 0.5 0.1 0.5 0.3 0.7 0.3 0.3 0.7 0.3 0.5 0.5 0.3 0.3 0.3
29 男性 0.9 0.5 0.7 0.7 0.5 0.3 0.7 0.5 0.7 0.9 0.3 0.1 0.7 0.5 0.3 0.3 0.5 0.7 0.7 0.5 0.3 0.1 0.1 0.1
30 男性 0.9 0.7 0.5 0.7 0.5 0.3 0.5 0.7 0.5 0.7 0.7 0.3 0.7 0.7 0.5 0.3 0.3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.5 0.3
31 男性 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.3 0.7 0.5 0.9 0.5 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5
32 男性 0.9 0.7 0.5 0.7 0.7 0.5 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.3 0.9 0.7 0.5 0.9 0.7 0.7 0.7 0.9 0.9 0.7 0.7 0.5
33 男性 0.9 0.5 0.7 0.5 0.9 0.3 0.7 0.9 0.5 0.5 0.7 0.1 0.9 0.5 0.1 0.5 0.5 0.9 0.5 0.7 0.1 0.9 0.7 0.1
34 男性 0.9 0.7 0.5 0.7 0.9 0.7 0.5 0.9 0.9 0.9 0.9 0.5 0.1 0.9 0.5 0.3 0.3 0.7 0.1 0.9 0.1 0.7 0.9 0.7
35 男性 0.9 0.1 0.5 0.7 0.9 0.5 0.1 0.9 0.5 0.9 0.7 0.5 0.9 0.3 0.5 0.1 0.5 0.5 0.9 0.5 0.5 0.9 0.3 0.5
36 男性 0.9 0.3 0.5 0.7 0.9 0.3 0.1 0.9 0.5 0.9 0.3 0.1 0.9 0.7 0.7 0.7 0.7 0.9 0.3 0.9 0.1 0.9 0.3 0.7
37 女性 0.5 0.5 0.7 0.7 0.5 0.3 0.3 0.7 0.7 0.9 0.7 0.5 0.7 0.7 0.5 0.1 0.3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.3 0.3 0.5
38 女性 0.7 0.9 0.5 0.9 0.7 0.5 0.9 0.7 0.1 0.9 0.7 0.1 0.7 0.9 0.5 0.3 0.5 0.7 0.9 0.7 0.1 0.9 0.9 0.1
39 女性 0.9 0.3 0.3 0.9 0.7 0.3 0.9 0.7 0.7 0.9 0.7 0.1 0.9 0.5 0.5 0.1 0.3 0.5 0.9 0.7 0.3 0.9 0.5 0.1
40 女性 0.9 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.9 0.9 0.7 0.9 0.9 0.5 0.7 0.7 0.7 0.1 0.1 0.9 0.7 0.7 0.5 0.7 0.7 0.5
41 女性 0.5 0.7 0.7 0.5 0.5 0.3 0.1 0.7 0.7 0.5 0.7 0.1 0.3 0.7 0.5 0.3 0.5 0.7 0.5 0.5 0.3 0.7 0.3 0.1
42 女性 0.7 0.7 0.7 0.5 0.7 0.9 0.3 0.7 0.5 0.7 0.7 0.3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.5 0.3 0.5 0.5 0.5
43 男性 0.9 0.7 0.3 0.9 0.9 0.3 0.1 0.9 0.9 0.9 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.9 0.3 0.5 0.9 0.3 0.1 0.9 0.7 0.1
44 女性 0.5 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.1 0.9 0.7 0.7 0.9 0.3 0.9 0.9 0.5 0.3 0.3 0.7 0.3 0.9 0.1 0.5 0.5 0.3
45 女性 0.9 0.9 0.7 0.9 0.9 0.3 0.1 0.9 0.9 0.9 0.9 0.1 0.9 0.9 0.9 0.1 0.7 0.9 0.9 0.5 0.5 0.7 0.7 0.3
46 男性 0.7 0.3 0.7 0.7 0.7 0.5 0.1 0.9 0.5 0.9 0.9 0.3 0.3 0.5 0.5 0.1 0.3 0.9 0.1 0.9 0.5 0.5 0.5 0.5
47 男性 0.9 0.7 0.5 0.7 0.9 0.5 0.7 0.9 0.7 0.9 0.9 0.3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.9 0.5 0.3
48 男性 0.5 0.7 0.7 0.9 0.7 0.3 0.1 0.7 0.9 0.9 0.7 0.1 0.9 0.7 0.7 0.1 0.3 0.7 0.3 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5
49 男性 0.9 0.7 0.3 0.1 0.9 0.7 0.3 0.7 0.9 0.9 0.7 0.5 0.9 0.9 0.5 0.1 0.1 0.1 0.3 0.7 0.5 0.7 0.5 0.5
50 男性 0.3 0.9 0.5 0.1 0.9 0.1 0.1 0.9 0.7 0.1 0.5 0.1 0.1 0.9 0.7 0.5 0.1 0.1 0.1 0.9 0.1 0.5 0.5 0.1
51 男性 0.7 0.7 0.7 0.9 0.9 0.5 0.1 0.7 0.7 0.9 0.9 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.3 0.7 0.9 0.7 0.5 0.7 0.5 0.5
52 女性 0.7 0.7 0.7 0.9 0.7 0.5 0.3 0.7 0.9 0.9 0.7 0.3 0.5 0.7 0.7 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.7 0.3
53 男性 0.7 0.7 0.5 0.7 0.7 0.3 0.1 0.7 0.5 0.9 0.7 0.3 0.5 0.7 0.5 0.3 0.3 0.9 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5
54 男性 0.7 0.7 0.5 0.7 0.9 0.3 0.5 0.7 0.7 0.7 0.7 0.3 0.7 0.7 0.3 0.9 0.7 0.7 0.7 0.9 0.3 0.9 0.5 0.5
55 男性 0.7 0.7 0.9 0.7 0.7 0.5 0.7 0.7 0.9 0.9 0.9 0.5 0.7 0.7 0.7 0.3 0.3 0.3 0.7 0.3 0.7 0.3 0.3 0.3
56 女性 0.9 0.5 0.5 0.9 0.7 0.5 0.1 0.9 0.9 0.9 0.9 0.1 0.9 0.5 0.5 0.3 0.3 0.7 0.7 0.7 0.3 0.7 0.7 0.3
57 女性 0.5 0.7 0.5 0.7 0.7 0.5 0.3 0.9 0.3 0.7 0.5 0.1 0.7 0.7 0.3 0.7 0.5 0.7 0.9 0.3 0.1 0.9 0.3 0.1
58 男性 0.1 0.9 0.5 0.3 0.7 0.5 0.1 0.9 0.9 0.3 0.7 0.3 0.7 0.9 0.7 0.5 0.5 0.5 0.1 0.9 0.7 0.9 0.1 0.7
59 男性 0.9 0.5 0.9 0.7 0.9 0.7 0.3 0.9 0.5 0.9 0.7 0.5 0.9 0.7 0.9 0.3 0.7 0.3 0.5 0.9 0.5 0.7 0.3 0.5
60 男性 0.3 0.9 0.7 0.3 0.5 0.3 0.1 0.9 0.9 0.7 0.3 0.3 0.5 0.5 0.5 0.3 0.5 0.7 0.7 0.5 0.1 0.9 0.3 0.5
61 女性 0.9 0.7 0.5 0.9 0.9 0.1 0.1 0.9 0.7 0.9 0.7 0.1 0.9 0.5 0.5 0.1 0.1 0.7 0.5 0.9 0.1 0.9 0.5 0.1
62 男性 0.3 0.7 0.3 0.7 0.9 0.3 0.1 0.7 0.9 0.9 0.7 0.1 0.7 0.9 0.5 0.3 0.1 0.9 0.3 0.5 0.9 0.7 0.9 0.3
63 女性 0.9 0.5 0.5 0.7 0.7 0.3 0.5 0.7 0.9 0.7 0.7 0.3 0.7 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.9 0.5 0.7 0.9 0.5 0.9
64 男性 0.7 0.5 0.3 0.3 0.9 0.5 0.1 0.9 0.9 0.7 0.9 0.3 0.9 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.3 0.9 0.3 0.9 0.7 0.3
65 男性 0.7 0.3 0.5 0.3 0.5 0.5 0.1 0.9 0.9 0.9 0.7 0.1 0.3 0.1 0.5 0.3 0.3 0.7 0.3 0.9 0.1 0.9 0.3 0.1
66 男性 0.7 0.7 0.9 0.7 0.9 0.9 0.1 0.9 0.7 0.7 0.9 0.5 0.9 0.9 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
67 男性 0.7 0.3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.3 0.7 0.7 0.7 0.7 0.1 0.7 0.3 0.5 0.3 0.3 0.5 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5
68 男性 0.7 0.7 0.3 0.7 0.7 0.3 0.1 0.5 0.7 0.7 0.7 0.3 0.5 0.5 0.5 0.3 0.3 0.7 0.7 0.7 0.5 0.7 0.3 0.7
69 女性 0.7 0.3 0.9 0.9 0.3 0.3 0.3 0.3 0.7 0.9 0.1 0.5 0.7 0.7 0.3 0.1 0.1 0.5 0.7 0.7 0.1 0.7 0.3 0.9
70 男性 0.9 0.3 0.5 0.1 0.9 0.7 0.9 0.9 0.9 0.9 0.3 0.1 0.9 0.3 0.5 0.5 0.5 0.1 0.7 0.9 0.5 0.9 0.7 0.3
71 男性 0.7 0.7 0.3 0.7 0.9 0.1 0.3 0.9 0.5 0.7 0.9 0.1 0.9 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.5 0.7 0.1 0.7 0.9 0.5
72 女性 0.7 0.7 0.7 0.3 0.3 0.7 0.7 0.7 0.7 0.9 0.9 0.5 0.7 0.7 0.7 0.1 0.1 0.3 0.7 0.9 0.5 0.9 0.9 0.7
73 男性 0.9 0.7 0.9 0.7 0.7 0.9 0.3 0.7 0.9 0.9 0.9 0.7 0.9 0.5 0.7 0.3 0.5 0.9 0.3 0.3 0.5 0.7 0.1 0.9
性別No.
Q11 Q12 Q13 Q14 Q15 Q16 Q17 Q18






NTTドコモ ソフトバンク KDDI NTTドコモ ソフトバンク KDDI NTTドコモ ソフトバンク KDDI NTTドコモ ソフトバンク KDDI NTTドコモ ソフトバンク KDDI NTTドコモ ソフトバンク KDDI
1 男性 0.7 0.7 0.7 0.7 0.3 0.3 0.7 0.7 0.3 0.1 0.1 0.1 0.7 0.7 0.3 0.7 0.5 0.7
2 男性 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.5 0.7 0.7 0.9
3 女性 0.5 0.3 0.9 0.5 0.5 0.9 0.7 0.7 0.9 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.1 0.1 0.9
4 男性 0.5 0.9 0.7 0.5 0.5 0.1 0.5 0.9 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.9
5 女性 0.9 0.1 0.5 0.1 0.5 0.9 0.5 0.5 0.5 0.1 0.1 0.1 0.5 0.5 0.5 0.3 0.7 0.5
6 女性 0.3 0.7 0.9 0.9 0.5 0.9 0.5 0.7 0.9 0.1 0.1 0.1 0.3 0.3 0.3 0.1 0.5 0.9
7 女性 0.5 0.7 0.5 0.7 0.7 0.3 0.5 0.5 0.3 0.5 0.5 0.3 0.5 0.7 0.7 0.9 0.5 0.9
8 女性 0.5 0.5 0.1 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.1 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7
9 男性 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
10 女性 0.7 0.9 0.7 0.5 0.9 0.7 0.7 0.9 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.9 0.5 0.5 0.9
11 男性 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
12 男性 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7
13 男性 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.3 0.7 0.5 0.5 0.9
14 女性 0.9 0.9 0.9 0.5 0.5 0.5 0.9 0.9 0.9 0.5 0.5 0.5 0.9 0.9 0.9 0.9 0.7 0.7
15 女性 0.7 0.5 0.5 0.9 0.5 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.5 0.5 0.9 0.1 0.1
16 男性 0.7 0.9 0.5 0.9 0.9 0.5 0.7 0.9 0.5 0.5 0.7 0.5 0.9 0.9 0.7 0.9 0.9 0.5
17 男性 0.7 0.9 0.5 0.5 0.5 0.9 0.9 0.9 0.5 0.1 0.5 0.5 0.9 0.9 0.5 0.9 0.5 0.5
18 男性 0.7 0.3 0.3 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.7 0.3 0.3 0.9 0.1 0.1
19 男性 0.5 0.7 0.5 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
20 男性 0.9 0.7 0.5 0.5 0.5 0.3 0.9 0.7 0.5 0.9 0.7 0.5 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9
21 男性 0.7 0.5 0.5 0.9 0.3 0.5 0.9 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.9 0.5 0.5 0.1 0.9 0.5
22 女性 0.7 0.7 0.9 0.1 0.9 0.5 0.5 0.9 0.5 0.3 0.7 0.5 0.3 0.7 0.7 0.1 0.9 0.7
23 女性 0.9 0.7 0.9 0.5 0.9 0.5 0.9 0.5 0.7 0.3 0.7 0.5 0.7 0.9 0.7 0.3 0.7 0.3
24 女性 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.5 0.7 0.7 0.7 0.5 0.7 0.5
25 男性 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.3 0.3 0.5 0.3 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.1
26 女性 0.9 0.7 0.5 0.5 0.1 0.5 0.9 0.5 0.5 0.9 0.3 0.5 0.9 0.9 0.5 0.9 0.9 0.5
27 女性 0.5 0.7 0.5 0.5 0.9 0.5 0.5 0.7 0.5 0.7 0.5 0.7 0.7 0.9 0.5 0.7 0.9 0.5
28 女性 0.9 0.3 0.5 0.5 0.7 0.3 0.7 0.7 0.5 0.3 0.5 0.5 0.7 0.7 0.5 0.7 0.1 0.1
29 男性 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.9 0.7 0.7 0.9 0.7
30 男性 0.5 0.7 0.7 0.5 0.7 0.5 0.5 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7
31 男性 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.5 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.1
32 男性 0.9 0.9 0.7 0.1 0.9 0.7 0.7 0.9 0.7 0.7 0.9 0.7 0.7 0.9 0.7 0.3 0.9 0.5
33 男性 0.7 0.9 0.7 0.5 0.9 0.5 0.7 0.9 0.9 0.5 0.5 0.5 0.5 0.9 0.7 0.3 0.7 0.5
34 男性 0.7 0.7 0.7 0.3 0.3 0.3 0.9 0.7 0.7 0.9 0.9 0.5 0.1 0.1 0.1 0.5 0.9 0.5
35 男性 0.9 0.7 0.7 0.5 0.9 0.5 0.7 0.7 0.7 0.9 0.9 0.7 0.9 0.9 0.9 0.7 0.7 0.7
36 男性 0.5 0.7 0.5 0.5 0.7 0.5 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.9 0.7 0.5
37 女性 0.5 0.7 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.5 0.7 0.7 0.5
38 女性 0.9 0.3 0.7 0.5 0.7 0.5 0.9 0.7 0.9 0.3 0.7 0.5 0.9 0.7 0.9 0.9 0.1 0.1
39 女性 0.5 0.3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.9 0.9 0.9 0.9 0.7 0.9
40 女性 0.9 0.9 0.7 0.9 0.9 0.7 0.7 0.9 0.7 0.3 0.3 0.3 0.7 0.9 0.7 0.9 0.7 0.5
41 女性 0.7 0.3 0.5 0.9 0.5 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.9 0.1 0.1
42 女性 0.7 0.5 0.5 0.9 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.7 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7
43 男性 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.3 0.7 0.5 0.5 0.7 0.5 0.7 0.7 0.7
44 女性 0.5 0.7 0.5 0.5 0.7 0.5 0.3 0.5 0.5 0.1 0.3 0.1 0.7 0.7 0.5 0.9 0.1 0.1
45 女性 0.9 0.3 0.7 0.9 0.5 0.5 0.9 0.9 0.9 0.5 0.5 0.5 0.9 0.9 0.9 0.9 0.5 0.5
46 男性 0.5 0.9 0.9 0.5 0.5 0.5 0.3 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.3 0.7 0.7 0.1 0.1 0.1
47 男性 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.9 0.5 0.5
48 男性 0.9 0.3 0.7 0.1 0.1 0.7 0.9 0.9 0.9 0.7 0.7 0.7 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.7
49 男性 0.5 0.3 0.1 0.5 0.5 0.5 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.3 0.3 0.3 0.5 0.5 0.5
50 男性 0.9 0.3 0.1 0.5 0.9 0.9 0.7 0.9 0.1 0.1 0.7 0.5 0.9 0.3 0.1 0.9 0.1 0.1
51 男性 0.5 0.3 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7
52 女性 0.3 0.5 0.7 0.5 0.5 0.9 0.5 0.7 0.7 0.7 0.3 0.5 0.5 0.7 0.5 0.3 0.7 0.9
53 男性 0.7 0.7 0.5 0.3 0.5 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.9 0.9 0.9
54 男性 0.7 0.9 0.9 0.7 0.5 0.7 0.9 0.7 0.7 0.7 0.9 0.9 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.9
55 男性 0.5 0.5 0.3 0.5 0.5 0.5 0.3 0.3 0.3 0.5 0.5 0.5 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9
56 女性 0.7 0.7 0.7 0.5 0.7 0.3 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.9
57 女性 0.7 0.7 0.7 0.3 0.7 0.3 0.7 0.5 0.7 0.1 0.5 0.7 0.5 0.5 0.7 0.3 0.5 0.5
58 男性 0.7 0.1 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.5 0.9 0.5 0.5 0.5
59 男性 0.7 0.5 0.5 0.5 0.3 0.5 0.7 0.7 0.9 0.3 0.1 0.3 0.5 0.9 0.7 0.9 0.7 0.7
60 男性 0.7 0.1 0.7 0.3 0.9 0.5 0.5 0.5 0.5 0.1 0.1 0.7 0.3 0.3 0.3 0.5 0.5 0.5
61 女性 0.7 0.5 0.5 0.5 0.7 0.5 0.7 0.7 0.5 0.3 0.3 0.3 0.7 0.3 0.3 0.7 0.7 0.7
62 男性 0.9 0.1 0.5 0.9 0.1 0.5 0.7 0.3 0.7 0.9 0.3 0.5 0.7 0.7 0.7 0.9 0.7 0.1
63 女性 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.3 0.5 0.3 0.7 0.5 0.7 0.7 0.5 0.7 0.9 0.7
64 男性 0.9 0.5 0.7 0.9 0.5 0.5 0.7 0.5 0.7 0.1 0.7 0.5 0.5 0.3 0.5 0.3 0.7 0.7
65 男性 0.7 0.3 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.3 0.7 0.7 0.7 0.3 0.5 0.7 0.5 0.5
66 男性 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1 0.5 0.7 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.3 0.1 0.3 0.7 0.5 0.7
67 男性 0.5 0.5 0.7 0.7 0.3 0.5 0.5 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.1 0.1 0.9
68 男性 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7
69 女性 0.1 0.7 0.9 0.3 0.5 0.5 0.1 0.3 0.7 0.7 0.5 0.3 0.9 0.3 0.7 0.9 0.7 0.3
70 男性 0.7 0.7 0.3 0.9 0.9 0.5 0.7 0.9 0.5 0.9 0.7 0.3 0.9 0.7 0.1 0.9 0.9 0.5
71 男性 0.7 0.7 0.7 0.9 0.3 0.9 0.7 0.7 0.7 0.3 0.3 0.3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
72 女性 0.7 0.5 0.7 0.3 0.5 0.3 0.7 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.9 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5
73 男性 0.9 0.5 0.5 0.9 0.7 0.5 0.7 0.5 0.7 0.1 0.1 0.7 0.7 0.3 0.5 0.9 0.9 0.3
Q22 Q23 Q24 Q25 Q26Q21
No. 性別




本章におけるアンケート調査（2014 年 7 月に実施）により収集したデータ（表 6.1～表
6.3）を用いて、前述の Model-A と Model-B の実証分析を行い、携帯端末 t と通信会社 k
の組み合わせに対する選択確率 πtkを推定したところ、表 6.4～表 6.9 の結果が得られた。 
 
表 6.4 Model-A による携帯端末別・通信会社別の選択確率（全体） 
iPhone Android 
NTTドコモ ソフトバンク KDDI NTTドコモ ソフトバンク KDDI 
0.201 0.195 0.191 0.169 0.084 0.160 
 
表 6.5  Model-Aによる携帯端末別・通信会社別の選択確率（男性） 
 
表 6.6  Model-Aによる携帯端末別・通信会社別の選択確率（女性） 
iPhone Android 
NTTドコモ ソフトバンク KDDI NTTドコモ ソフトバンク KDDI 
0.207 0.199 0.203 0.158 0.077 0.155 
 
表 6.7 Model-B による携帯端末別・通信会社別の選択確率（全体） 
iPhone Android 
NTTドコモ ソフトバンク KDDI NTTドコモ ソフトバンク KDDI 
0.150 0.148 0.147 0.141 0.274 0.139 
 
表 6.8  Model-Bによる携帯端末別・通信会社別の選択確率（男性） 
 
表 6.9  Model-Bによる携帯端末別・通信会社別の選択確率（女性） 
iPhone Android 
NTTドコモ ソフトバンク KDDI NTTドコモ ソフトバンク KDDI 
0.153 0.150 0.151 0.139 0.269 0.138 
 
iPhone Android 
NTTドコモ ソフトバンク KDDI NTTドコモ ソフトバンク KDDI 
0.197 0.192 0.183 0.176 0.088 0.164 
iPhone Android 
NTTドコモ ソフトバンク KDDI NTTドコモ ソフトバンク KDDI 




めに、これらの値を、携帯端末 t 別（iPhone あるいは Android の推定値をそれぞれ合算）
と通信会社 k 別（NTT ドコモあるいはソフトバンク、KDDI の推定値をそれぞれ合算）に、
それぞれ集計すると、表 6.10～表 6.15 のようになる。 
 
 
表 6.10 携帯端末 t 別の選択確率（全体） 
  
Model-A Model-B 
iPhone Android iPhone Android 
推定値 0.587  0.413  0.446  0.554  
実績値 0.608  0.392  0.608  0.392  
 
表 6.11 携帯端末 t 別の選択確率（男性） 
  
Model-A Model-B 
iPhone Android iPhone Android 
推定値 0.572 0.428  0.440  0.560  
実績値 0.644  0.356  0.644  0.356  
 
表 6.12 携帯端末 t 別の選択確率（女性） 
  
Model-A Model-B 
iPhone Android iPhone Android 
推定値 0.609  0.391  0.454  0.546  
実績値 0.552  0.448  0.552  0.448  
 
表 6.13 通信会社 k 別の選択確率（全体） 
  
Model-A Model-B 
NTTドコモ ソフトバンク KDDI NTTドコモ ソフトバンク KDDI 
推定値 0.370 0.279  0.351  0.291  0.423  0.286  
実績値 0.324  0.324  0.352  0.324  0.324  0.352  
 
表 6.14 通信会社 k 別の選択確率（男性） 
  
Model-A Model-B 
NTTドコモ ソフトバンク KDDI NTTドコモ ソフトバンク KDDI 
推定値 0.373  0.280  0.347  0.291  0.425  0.284  




表 6.15 通信会社 k 別の選択確率（女性） 
  
Model-A Model-B 
NTTドコモ ソフトバンク KDDI NTTドコモ ソフトバンク KDDI 
推定値 0.366  0.277  0.357  0.291  0.420  0.289  




本章の提案モデル（Model-A と Model-B）により得られた携帯端末 t 別の選択確率（表







まず、表 6.10（全体），表 6.11（男性），表 6.12（女性）を見ると、Model-A の推定値
と実績値との間の乖離は、Model-B に比較して非常に小さいことがわかる。これは、

















































































①携帯端末の選択   
重視する どちらともいえない 重視しない
Q11 操作性 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Q12 付加機能の充実度 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Q13 機種の選択肢 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Q14 アプリの充実度 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Q15 ブランド（apple、Googleなど） 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Q16 端末の価格 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Q17 自由にカスタマイズすることが可能 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Q18 付属アクセサリーの充実度 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
②携帯電話会社の選択
重視する どちらともいえない 重視しない
Q21 繋がり易さ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Q22 これまで使用してきた通信会社 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Q23 通信速度 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Q24 料金体系 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Q25 企業イメージ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Q26 家族や友人と同じ通信会社 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
③総合面
重視する どちらともいえない 重視しない
Q1 携帯端末 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1


























iPhone 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Android端末 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
従来型の携帯端末 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
高い どちらでもない 低い
iPhone 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Android端末 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
従来型の携帯端末 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
多い どちらでもない 少ない
iPhone 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Android端末 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
従来型の携帯端末 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
高い どちらでもない 低い
iPhone 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Android端末 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
従来型の携帯端末 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
好き どちらでもない 嫌い
iPhone（iOS） 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Android端末(Android) 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
従来型の携帯端末 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
安い どちらでもない 高い
iPhone 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Android端末 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
従来型の携帯端末 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
高い どちらでもない 低い
iPhone（iOS） 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Android端末(Android) 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
従来型の携帯端末 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
高い どちらでもない 低い
iPhone 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
Android端末 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1


























NTTドコモ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
ソフトバンク 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
KDDI(au) 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
変更したくない どちらでもない 変更したい
NTTドコモ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
ソフトバンク 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
KDDI(au) 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
速い どちらでもない 遅い
NTTドコモ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
ソフトバンク 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
KDDI(au) 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
安い どちらでもない 高い
NTTドコモ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
ソフトバンク 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
KDDI(au) 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
良い どちらでもない 悪い
NTTドコモ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
ソフトバンク 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
KDDI(au) 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
あてはまる どちらでもない あてはまらない
NTTドコモ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
ソフトバンク 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
















図 6.6-3 アンケート調査票 
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5 山下洋史(2001)，前掲論文（注 1），pp.167-183. 
6 国沢清典(1991)，『エントロピー・モデル』日科技連出版社，pp.36-46. 
7 権善喜，山下洋史(2014)，前掲論文（注 4），pp.178-181. 
8 本章におけるアンケート調査対象のスマートフォンの携帯端末は、iPhone および
Android 系端末である。 
9 本章におけるアンケート調査対象の通信会社は、NTT ドコモ，ソフトバンク，KDDI の
3 社である。 
10 同上論文，pp.167-183. 
11 山下洋史(2001)，前掲論文（注 1），pp.167-184. 
12 鄭年皓，村山賢哉，山下洋史，松丸正延(2009)，前掲論文（注 2），pp.124-127. 
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pi：対象 i に対する選択確率 










































本章では、第 3 章の「重みつき多因子情報路モデル」と同様に、複数の因子 j に対する
















































































































log           (7.2) 
























             (7.3) 
 













































































































































             (7.10) 
ただし、 Ln
H






















            (7.11) 
 
したがって、(7.11)式を満足する u を数値的に求め、その値を(7.10)式に代入することに












                    (7.12) 
ただし、 L
G


















このように、本章で提案したモデルは、各因子 j に対する選択対象 i のメンバーシップ




























対するウェイト wj の推定を試みることにする。その際、本章の提案モデルを第 3 章の
Model-A（以下、「対比モデル」と呼ぶことにする）と比較するために、この対比モデルに
おける(3.9)式（第 3 章）の特性値 xijにメンバーシップ値 μijを代入し、メンバーシップ値
まわりのエントロピーを考慮しない場合のウェイト wjについても推定する。 
そこで、まず以下のような数値例の設定方針に従って、表 7.1 のような Case-1～Case-7








表 7.1 の Case-1 と Case-2 は、選択対象 i ごとのすべての特性値 δijが同じ値で、選択対
象 i の選択確率のみを変化させた場合の数値例であり、一方 Case-4 から Case-7 は、それ
ぞれの特性値を変えずに、選択対象 i の選択確率のみを変化させた場合の数値例である。 
 
＜Case-1＞ 
① 選択対象 1（i＝1）の特性値を、すべての因子 j に対する特性値は同じ値（δij
＝0.7）に設定し、また選択対象 2（i＝2）の特性値については、すべての因子
j に対する特性値を同じ値（δij＝0.2）に設定する。 
② 選択対象 1（i＝1）の選択確率は、特性値の平均と同じ値で、選択対象 2（i＝2）
の選択確率については、特性値の平均よりも大きい数値に設定する。 
＜Case-2＞ 




① 選択対象 1（i＝1）と選択対象 2（i＝2）の因子 1 の特性値がそれぞれ最も大き
く、それ以降の特性値は順に小さくなるように設定する。 
② 選択確率については、0.8（i＝1）と 0.2（i＝2）の値を設定する。 
＜Case-4＞ 




② 選択確率については、0.9（i＝1）と 0.1（i＝2）の値を設定する。 
＜Case-5＞ 
① Case-4 と同様の特性値を設定する。 
② 選択確率については、0.8（i＝1）と 0.2（i＝2）の値を設定する。 
＜Case-6＞ 
① Case-4 と同様の特性値を設定する。 
② 選択確率については、0.7（i＝1）と 0.3（i＝2）の値を設定する。 
＜Case-7＞ 
① Case-4 と同様の特性値を設定する。 
② 選択確率については、0.6（i＝1）と 0.4（i＝2）の値を設定する。 
 

















i=1 0.8 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 
i=2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 
Case-2 
i=1 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 
i=2 0.3 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 
Case-3 
i=1 0.8 0.9 0.8 0.7 0.6 0.5 
i=2 0.2 0.5 0.4 0.3 0.2 0.1 
Case-4 
i=1 0.9 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1 
i=2 0.1 0.5 0.4 0.3 0.2 0.1 
Case-5 
i=1 0.8 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1 
i=2 0.2 0.5 0.4 0.3 0.2 0.1 
Case-6 
i=1 0.7 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1 
i=2 0.3 0.5 0.4 0.3 0.2 0.1 
Case-7 
i=1 0.6 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1 




表 7.1 のように設定した各数値を、前述の(7.10)式に代入し、各因子 j のウェイト wjを
推定する。また、第 3 章の対比モデルにおける(3.9)式の特性値 xijにメンバーシップ値 μij
（μij＝1－δij）を代入し、メンバーシップ値まわりのエントロピーを考慮しない場合のウェ





























Case-1 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 
Case-2 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 
Case-3 0.44 0.27 0.16 0.09 0.05 0.42 0.26 0.16 0.10 0.06 
Case-4 0.59 0.26 0.10 0.04 0.01 0.56 0.25 0.11 0.05 0.02 
Case-5 0.54 0.27 0.12 0.05 0.02 0.51 0.26 0.13 0.07 0.03 
Case-6 0.50 0.27 0.14 0.06 0.03 0.47 0.26 0.15 0.08 0.04 














 さらに、Case-3 から Case-7 の共通した特徴として、因子 j ごとに選択対象 1 と選択対
象 2 の特性値を加算した値が大きいほど、ウェイト wj は大きくなり、反対にその値が小
さいほど、ウェイト wj が小さくなるという両者の関係を指摘することができる。これと
同様に、選択対象 1 と選択対象 2 の間で選択確率 piの差異が大きくなるほど、因子 j 間の




 提案モデルと対比モデルの相違点は、Case-3 から Case-7 に現れている。すなわち、因












トロピーウェイトまわりのエン               (7.13) 
 
重みつき平均特性値














ウェイト wjを平均化、すなわち w1＝w2＝･･･＝wm＝1／m に近づけようとする力を、「重
みつきメンバーシップ値まわりのエントロピー」が抑制する働きを持つことになる。その




























表7.3のCSR評価値 δi1と財務評価値 δi2から算出されたメンバーシップ値 μij（μij＝1－δij）
と表 7.3 の選択確率（山下ら9）を本章の提案モデルの(7.10)式に代入し、ウェイト wjを推
定したところ、表 7.4 のような結果が得られた。 
 
表 7.4 提案モデルによるウェイト wj の推定結果 
 
社名 雇用 環境 統治･社会性 CSR評価値 収益性 安全性 規模 財務評価値 選択確率
パナソニック 0.925 0.934 0.984 0.948 0.764 0.839 1 0.868 0.138
トヨタ自動車 0.868 0.918 0.9 0.895 0.861 0.853 1 0.905 0.117
シャープ 0.849 1 0.962 0.937 0.753 0.781 1 0.845 0.096
富士フィルム 0.868 0.852 0.972 0.897 0.76 0.882 1 0.881 0.092
デンソー 0.868 0.869 0.941 0.893 0.779 0.862 1 0.880 0.087
リコー 0.887 0.885 0.945 0.906 0.776 0.807 1 0.861 0.082
キャノン 0.747 0.951 0.818 0.839 0.869 0.912 1 0.927 0.081
ソニー 0.925 0.836 1 0.920 0.749 0.735 1 0.828 0.067
NEC 0.981 0.885 0.955 0.940 0.733 0.7 0.969 0.801 0.062
日立製作所 1 0.885 0.895 0.927 0.753 0.667 1 0.807 0.057
日本郵船 0.943 0.836 0.954 0.911 0.779 0.688 1 0.822 0.057
第一三共 0.623 0.787 0.823 0.744 0.805 0.913 0.662 0.793 0.007
日立建機 0.623 0.836 0.861 0.773 0.798 0.756 0.737 0.764 0.007
日立マクセル 0.66 0.934 0.821 0.805 0.731 0.912 0.549 0.731 0.007
日本精工 0.585 0.869 0.917 0.790 0.774 0.734 0.718 0.742 0.007
ジェイ・エフ・イー 0.604 0.705 0.706 0.672 0.834 0.747 1 0.860 0.007
三菱地所 0.585 0.705 0.801 0.697 0.798 0.705 1 0.834 0.007
日本電信電話 0.566 0.787 0.549 0.634 0.894 0.795 1 0.896 0.006
クラレ 0.698 0.803 0.791 0.764 0.789 0.872 0.637 0.766 0.006
大成建設 0.679 0.852 0.856 0.796 0.733 0.669 0.799 0.734 0.006



























関するアンケート調査を、大学生（回答者数 42 名：男性 19 名，女性 23 名）に対して実



















東京ディズニーランド 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
大阪ユニバーサルスタジオ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
サンリオピューロランド 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
そう思う どちらでもない そう思わない
東京ディズニーランド 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
大阪ユニバーサルスタジオ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
サンリオピューロランド 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
そう思う どちらでもない そう思わない
東京ディズニーランド 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
大阪ユニバーサルスタジオ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
サンリオピューロランド 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
そう思う どちらでもない そう思わない
東京ディズニーランド 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
大阪ユニバーサルスタジオ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
サンリオピューロランド 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
近い どちらでもない 遠い
東京ディズニーランド 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
大阪ユニバーサルスタジオ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1


























図 7.3 テーマパークに関する分析モデルの構造 
テーマパーク 
 







非日常性（j＝1）      
 
スリルがある（j＝2）      
 
ワクワクする（j＝3）      
 
華やかさがある（j＝4）      
 







非日常性（j＝1）      
 
スリルがある（j＝2）      
 
ワクワクする（j＝3）      
 
華やかさがある（j＝4）      
 







非日常性（j＝1）      
 
スリルがある（j＝2）      
 
ワクワクする（j＝3）      
 




















i＝1 0.50 0.9 0.7 0.9 0.9 0.3 
i＝2 0.50 0.7 0.9 0.9 0.7 0.1 
i＝3 0.00 0.5 0.1 0.1 0.5 0.3 
被験者-2 
i＝1 0.10 0.9 0.5 0.5 0.9 0.3 
i＝2 0.90 0.9 0.7 0.9 0.7 0.1 
i＝3 0.00 0.7 0.1 0.1 0.9 0.3 
被験者-3 
i＝1 0.70 0.7 0.3 0.9 0.9 0.5 
i＝2 0.30 0.3 0.7 0.9 0.7 0.1 
i＝3 0.00 0.1 0.1 0.1 0.3 0.7 
被験者-4 
i＝1 0.70 0.9 0.7 0.9 0.9 0.7 
i＝2 0.30 0.9 0.9 0.9 0.9 0.1 
i＝3 0.00 0.5 0.3 0.1 0.3 0.9 
被験者-5 
i＝1 0.30 0.7 0.5 0.7 0.7 0.7 
i＝2 0.70 0.7 0.5 0.7 0.7 0.1 
i＝3 0.00 0.7 0.5 0.7 0.3 0.7 
被験者-6 
i＝1 0.01 0.3 0.9 0.1 0.1 0.5 
i＝2 0.60 0.5 0.5 0.5 0.5 0.1 
i＝3 0.39 0.5 0.1 0.5 0.5 0.5 
被験者-7 
i＝1 0.35 0.7 0.3 0.7 0.9 0.5 
i＝2 0.60 0.7 0.3 0.9 0.7 0.9 
i＝3 0.05 0.3 0.1 0.5 0.5 0.5 
被験者-8 
i＝1 0.10 0.9 0.5 0.9 0.9 0.9 
i＝2 0.90 0.9 0.5 0.9 0.7 0.1 
i＝3 0.00 0.9 0.3 0.3 0.9 0.5 
被験者-9 
i＝1 0.50 0.7 0.1 0.1 0.9 0.7 
i＝2 0.50 0.7 0.1 0.1 0.5 0.1 
i＝3 0.00 0.5 0.1 0.1 0.3 0.3 
被験者-10 
i＝1 0.50 0.9 0.1 0.7 0.9 0.7 
i＝2 0.35 0.1 0.1 0.7 0.7 0.9 
i＝3 0.15 0.1 0.1 0.5 0.5 0.5 
被験者-11 
i＝1 0.4 0.7 0.5 0.7 0.9 0.7 
i＝2 0.5 0.7 0.5 0.9 0.7 0.1 
i＝3 0.1 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
被験者-12 
i＝1 0.51 0.9 0.7 0.7 0.9 0.3 
i＝2 0.47 0.9 0.7 0.7 0.9 0.1 
i＝3 0.02 0.7 0.3 0.5 0.7 0.9 
被験者-13 
i＝1 0.6 0.9 0.3 0.7 0.9 0.3 
i＝2 0.4 0.5 0.5 0.5 0.5 0.1 
i＝3 0.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
被験者-14 
i＝1 0.3 0.9 0.7 0.7 0.9 0.5 
i＝2 0.32 0.7 0.9 0.7 0.5 0.3 




















i＝1 0.50 0.9 0.5 0.9 0.9 0.9 
i＝2 0.50 0.9 0.5 0.9 0.9 0.1 
i＝3 0.00 0.9 0.5 0.9 0.9 0.5 
被験者-16 
i＝1 0.10 0.9 0.7 0.9 0.9 0.3 
i＝2 0.90 0.7 0.7 0.7 0.3 0.1 
i＝3 0.00 0.7 0.3 0.5 0.7 0.9 
被験者-17 
i＝1 0.70 0.9 0.1 0.9 0.9 0.7 
i＝2 0.30 0.9 0.3 0.9 0.7 0.1 
i＝3 0.00 0.7 0.1 0.7 0.5 0.9 
被験者-18 
i＝1 0.70 0.9 0.9 0.9 0.9 0.5 
i＝2 0.30 0.5 0.5 0.9 0.5 0.1 
i＝3 0.00 0.3 0.1 0.9 0.9 0.5 
被験者-19 
i＝1 0.30 0.9 0.3 0.9 0.9 0.7 
i＝2 0.70 0.5 0.5 0.7 0.7 0.1 
i＝3 0.00 0.7 0.1 0.5 0.7 0.5 
被験者-20 
i＝1 0.01 0.7 0.9 0.9 0.9 0.7 
i＝2 0.60 0.7 0.5 0.7 0.7 0.3 
i＝3 0.39 0.5 0.3 0.5 0.5 0.5 
被験者-21 
i＝1 0.35 0.7 0.7 0.7 0.7 0.9 
i＝2 0.60 0.9 0.9 0.9 0.3 0.1 
i＝3 0.05 0.3 0.1 0.1 0.9 0.7 
被験者-22 
i＝1 0.8 0.9 0.7 0.9 0.9 0.7 
i＝2 0.2 0.5 0.9 0.9 0.9 0.7 
i＝3 0.0 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 
被験者-23 
i＝1 0.1 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 
i＝2 0.85 0.7 0.7 0.9 0.7 0.5 
i＝3 0.05 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 
被験者-24 
i＝1 0.3 0.9 0.3 0.9 0.9 0.3 
i＝2 0.6 0.9 0.9 0.9 0.9 0.5 
i＝3 0.1 0.1 0.1 0.3 0.9 0.3 
被験者-25 
i＝1 0.7 0.9 0.7 0.9 0.9 0.1 
i＝2 0.3 0.5 0.5 0.5 0.9 0.3 
i＝3 0.0 0.5 0.5 0.5 0.3 0.3 
被験者-26 
i＝1 0.4 0.7 0.5 0.3 0.5 0.1 
i＝2 0.3 0.7 0.5 0.3 0.5 0.3 
i＝3 0.25 0.3 0.1 0.3 0.5 0.1 
被験者-27 
i＝1 0.7 0.9 0.7 0.9 0.9 0.1 
i＝2 0.2 0.9 0.7 0.9 0.7 0.3 
i＝3 0.1 0.9 0.5 0.7 0.9 0.1 
被験者-28 
i＝1 0.4 0.9 0.7 0.7 0.9 0.1 
i＝2 0.5 0.7 0.9 0.7 0.7 0.3 




















i＝1 0.5 0.9 0.7 0.9 0.9 0.1 
i＝2 0.4 0.9 0.9 0.9 0.7 0.1 
i＝3 0.1 0.5 0.5 0.5 0.5 0.1 
被験者-30 
i＝1 1.0 0.9 0.9 0.9 0.9 0.1 
i＝2 0.0 0.3 0.5 0.3 0.7 0.3 
i＝3 0.0 0.1 0.1 0.1 0.5 0.5 
被験者-31 
i＝1 0.5 0.9 0.9 0.9 0.9 0.7 
i＝2 0.3 0.9 0.9 0.9 0.9 0.7 
i＝3 0.2 0.9 0.1 0.9 0.9 0.7 
被験者-32 
i＝1 0.6 0.9 0.3 0.9 0.9 0.1 
i＝2 0.4 0.9 0.7 0.9 0.9 0.1 
i＝3 0.0 0.9 0.5 0.9 0.9 0.1 
被験者-33 
i＝1 0.7 0.9 0.7 0.9 0.9 0.5 
i＝2 0.3 0.7 0.7 0.9 0.7 0.7 
i＝3 0.0 0.7 0.3 0.3 0.7 0.3 
被験者-34 
i＝1 0.5 0.9 0.7 0.9 0.9 0.1 
i＝2 0.5 0.9 0.9 0.9 0.7 0.3 
i＝3 0.0 0.5 0.1 0.5 0.5 0.1 
被験者-35 
i＝1 0.33 0.7 0.3 0.7 0.7 0.3 
i＝2 0.34 0.7 0.5 0.7 0.5 0.3 
i＝3 0.33 0.7 0.3 0.7 0.7 0.3 
被験者-36 
i＝1 0.5 0.7 0.5 0.9 0.9 0.3 
i＝2 0.4 0.7 0.7 0.7 0.5 0.3 
i＝3 0.1 0.5 0.1 0.3 0.7 0.3 
被験者-37 
i＝1 0.8 0.9 0.7 0.9 0.9 0.1 
i＝2 0.0 0.7 0.9 0.7 0.5 0.5 
i＝3 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 
被験者-38 
i＝1 0.45 0.9 0.7 0.9 0.9 0.1 
i＝2 0.45 0.7 0.9 0.9 0.9 0.5 
i＝3 0.1 0.5 0.3 0.5 0.9 0.1 
被験者-39 
i＝1 0.8 0.7 0.7 0.9 0.9 0.1 
i＝2 0.2 0.7 0.9 0.9 0.9 0.1 
i＝3 0.0 0.7 0.1 0.5 0.7 0.1 
被験者-40 
i＝1 0.2 0.7 0.7 0.9 0.9 0.3 
i＝2 0.8 0.9 0.7 0.9 0.9 0.5 
i＝3 0.0 0.7 0.5 0.7 0.9 0.3 
被験者-41 
i＝1 0.6 0.7 0.7 0.7 0.9 0.3 
i＝2 0.3 0.7 0.5 0.7 0.7 0.5 
i＝3 0.1 0.7 0.1 0.1 0.5 0.5 
被験者-42 
i＝1 0.2 0.9 0.1 0.5 0.9 0.1 
i＝2 0.7 0.9 0.9 0.9 0.5 0.5 























被験者-1 0.185 0.185 0.444 0.185 0.001 
被験者-2 0.478 0.078 0.335 0.108 0.001 
被験者-3 0.060 0.019 0.543 0.363 0.014 
被験者-4 0.289 0.132 0.289 0.289 0.000 
被験者-5 0.285 0.111 0.285 0.285 0.035 
被験者-6 0.250 0.147 0.248 0.248 0.108 
被験者-7 0.160 0.013 0.346 0.258 0.224 
被験者-8 0.446 0.013 0.446 0.094 0.001 
被験者-9 0.404 0.040 0.040 0.390 0.127 
被験者-10 0.086 0.011 0.227 0.361 0.314 
被験者-11 0.212 0.081 0.351 0.317 0.039 
被験者-12 0.427 0.071 0.074 0.427 0.001 
被験者-13 0.355 0.068 0.205 0.341 0.031 
被験者-14 0.337 0.233 0.171 0.164 0.095 
被験者-15 0.323 0.003 0.323 0.323 0.028 
被験者-16 0.363 0.129 0.265 0.191 0.052 
被験者-17 0.390 0.001 0.390 0.199 0.020 
被験者-18 0.079 0.055 0.630 0.214 0.022 
被験者-19 0.234 0.012 0.359 0.359 0.036 
被験者-20 0.169 0.163 0.312 0.312 0.045 





















被験者-22 0.155 0.067 0.367 0.367 0.044 
被験者-23 0.169 0.161 0.465 0.161 0.044 
被験者-24 0.223 0.046 0.269 0.456 0.007 
被験者-25 0.207 0.074 0.207 0.510 0.002 
被験者-26 0.344 0.182 0.133 0.258 0.083 
被験者-27 0.386 0.041 0.315 0.257 0.000 
被験者-28 0.266 0.302 0.161 0.266 0.005 
被験者-29 0.337 0.149 0.337 0.176 0.000 
被験者-30 0.250 0.250 0.250 0.250 0.000 
被験者-31 0.311 0.040 0.311 0.311 0.027 
被験者-32 0.333 0.002 0.333 0.333 0.000 
被験者-33 0.245 0.068 0.425 0.245 0.018 
被験者-34 0.377 0.128 0.367 0.128 0.000 
被験者-35 0.319 0.072 0.319 0.237 0.053 
被験者-36 0.236 0.114 0.339 0.278 0.033 
被験者-37 0.286 0.133 0.286 0.286 0.010 
被験者-38 0.138 0.115 0.306 0.439 0.001 
被験者-39 0.065 0.095 0.420 0.420 0.000 
被験者-40 0.234 0.042 0.361 0.361 0.003 
被験者-41 0.247 0.130 0.178 0.399 0.045 




 表 7.5-1～表 7.5-3 のテーマパークに関するアンケート調査に基づき、本章の提案モデル
における各ウェイト wjを推定した結果（表 7.6-1，表 7.6-2，表 7.7 と図 7.4）から、ウェ























表 7.7 提案モデルによるウェイト推定の平均値 
ウェイト wj 
因子 1(j＝1) 因子 2(j＝2) 因子 3(j＝3) 因子 4(j＝4) 因子 5(j＝5) 





































                                                   
1 山下洋史(2001)，「ファジィ・エントロピーを用いた多因子情報路モデル」『明大商学論
叢』Vol.83，No.1，pp.167-183. 
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pi：選択対象 i に対する選択確率 














































本章では、複数の因子 j に対するウェイト wjを推定するために、第 7 章の「重みつき多
因子ファジィ情報路モデル」に対して、新たに「重みつきファジィ事象の確率まわりのエ
ントロピー」を考慮したモデルを構築していく。その上で、各因子 j に対するウェイト wj




率まわりのエントロピー」に注目して、複数の因子 j に対するウェイト wjを推定するため
の提案モデルである。ただし、本章の前提条件⑥で述べたように、因子 j（j ＝1,2,…,m）
に対する選択対象 i（i ＝1,2,…,n）の特性値 δijと選択確率 piは、「先験情報」として与え
られているという条件を設定する。 





























































































   
























                        (8.3) 
 
(8.3)式は、wjに関して上に凸であるため、φを wjで偏微分して 0 とおくことにより、(8.4)



























































































  (8.5) 
 




















                                      (8.7) 
 



































































































































































































































































































































































































































べく大きくするようなウェイト wj の推定問題を考えることにする。ただし、Model-A と

































































2 11  logloglog   









                              (8.14) 
ただし、    ijijijijijh   1log1log  
 





















              (8.15) 
 






























































































































































































































































































































































































































このように、本章で提案した 2 つのモデル（Model-A と Model-B）は、因子 j に対する


























ることにより、因子 j ごとのウェイト wjの推定を試みることにする。そこで、まず表 8.1
のような Case-1～Case-7 の選択確率 piと特性値 δijを設定し、これらのケースについてウ
ェイト wj を推定していくことにする。その際、数値例の設定方針や値については、第 7
章と同様の設定とする。ただし、通常のファジィ情報路モデル3における特性値は、これが
小さいほど良い状態を意味するが、第 7 章と同様に、本章における特性値 δij（帰属度）は
大きいほど良い状態を意味するため、本章の提案モデルでは上記の δijをメンバーシップ値

































i=1 0.8 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 
i=2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 
Case-2 
i=1 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 
i=2 0.3 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 
Case-3 
i=1 0.8 0.9 0.8 0.7 0.6 0.5 
i=2 0.2 0.5 0.4 0.3 0.2 0.1 
Case-4 
i=1 0.9 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1 
i=2 0.1 0.5 0.4 0.3 0.2 0.1 
Case-5 
i=1 0.8 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1 
i=2 0.2 0.5 0.4 0.3 0.2 0.1 
Case-6 
i=1 0.7 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1 
i=2 0.3 0.5 0.4 0.3 0.2 0.1 
Case-7 
i=1 0.6 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1 





にそれぞれ代入し、因子 j ごとのウェイト wjを推定すると、表 8.2 のような結果となった。 
 

























Case-1 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 
Case-2 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 
Case-3 0.47 0.27 0.15 0.08 0.04 0.49 0.27 0.14 0.07 0.03 
Case-4 0.64 0.25 0.08 0.02 0.01 0.67 0.25 0.07 0.02 0.00 
Case-5 0.59 0.26 0.10 0.03 0.01 0.62 0.26 0.09 0.02 0.01 
Case-6 0.55 0.27 0.12 0.04 0.01 0.58 0.27 0.10 0.03 0.01 
Case-7 0.52 0.27 0.13 0.05 0.02 0.55 0.28 0.12 0.04 0.01 
189 
 
8.4.1.3 考察 1（Model-A とModel-B の推定結果） 




（1）Model-A と Model-B との類似点 
 Case-1とCase-2のウェイトwjを見ると、第 7章の推定結果と同様に、同じ推定値（0.20）
となっていることがわかる。本来、Model-A と Model-B とは異なる特徴（「重みつきファ
ジィ事象の確率まわりのエントロピー」を考慮しているか否か）を有した提案モデルであ
るが、これらのモデルは、因子 j ごとの特性値が同じ値であれば、選択確率による影響を
受けず、かつ Model-A も Model-B も同一の値となる。 
さらに、Case-4 から Case-7 の共通した特徴として、因子 j 間の特性値の間隔が等しい
（選択対象 1 が 0.2 ずつの間隔、選択対象 2 が 0.1 ずつの間隔）にも関わらず、因子 1 と
因子 2 のウェイト wjの差が最も大きく、因子 4 と因子 5 の差が最も小さくなっているこ
とを指摘することができる。また、Case-4 から Case-7 の特性値の設定は同一であるが、
選択対象 1 と選択対象 2 の選択確率 piの差が大きくなるに従い、因子 1 と因子 2 のウェイ








（2）Model-A と Model-B との相違点 
 Model-A と Model-B の相違点は、Case-3～Case-7 において、因子 j 間（j＝1 から 5）
のウェイト wj の差（数値のバラツキ）が、Model-A よりも Model-B の方が大きくなって













1H                                       (8.22) 
重みつき平均特性値













つことになる。その結果として、Model-B の方が、各因子 j 間のウェイト wj の差が大き
くなるのである。 
 
以上の結果より、Model-B はメンバーシップ値による各因子 j 間の差をなるべく大きく







8.4.1.4 考察 2（本章の提案モデルと第 7 章のモデルの推定結果） 
 ここでは、本章の提案モデル（Model-A と Model-B）で推定したウェイト wjを、第 7
章のモデルで推定したウェイト wjの推定結果（表 8.3）と比較し、それぞれのモデルの特
徴を検討していくことにする。そこで、本章の提案モデル（Model-A と Model-B）と第 7
章のモデルでそれぞれ推定したウェイト wjの推定結果（表 8.2 と表 8.3）を見ると、第 7
章のモデルに比べて、本章の提案モデル（Model-A と Model-B）の推定結果の方が、因子
j 間のウェイト wj の差（数値のバラツキ）が大きくなっていることがわかる。すなわち、
数値のバラツキが最も大きいのは本章の提案モデル（Model-B）であり、続いて本章の提
案モデル（Model-A）、第 7 章のモデルの順でバラツキは小さくなっているのである。 
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因子 j 間のウェイト wj の差（数値のバラツキ）を大きくしようとする力（「ウェイトまわ
りのエントロピー」の平均化を抑制しようとする働き）がより強く働いているのである。 
 














Case-1 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 
Case-2 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 
Case-3 0.44 0.27 0.16 0.09 0.05 
Case-4 0.59 0.26 0.10 0.04 0.01 
Case-5 0.54 0.27 0.12 0.05 0.02 
Case-6 0.50 0.27 0.14 0.06 0.03 






ここでは、大学生（回答者数 40 名：男性 17 名，女性 23 名）に対して、ファミリーレ
ストラン（サイゼリア，デニーズ，すかいらーく，ガスト）に関する図 8.1 のアンケート














この μijを用いて各ウェイト wjを推定していくことにする。 
 
 




サイゼリア 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
デニーズ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
すかいらーく 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
ガスト 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
そう思う どちらでもない そう思わない
サイゼリア 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
デニーズ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
すかいらーく 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
ガスト 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
そう思う どちらでもない そう思わない
サイゼリア 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
デニーズ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
すかいらーく 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
ガスト 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
そう思う どちらでもない そう思わない
サイゼリア 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
デニーズ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
すかいらーく 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
ガスト 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
そう思う どちらでもない そう思わない
サイゼリア 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
デニーズ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
すかいらーく 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
ガスト 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
そう思う どちらでもない そう思わない
サイゼリア 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
デニーズ 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
すかいらーく 0.9 0.7 0.5 0.3 0.1
















































i＝1 0.35 0.9 0.7 0.7 0.7 0.9 0.5 
i＝2 0.25 0.1 0.9 0.9 0.7 0.3 0.9 
i＝3 0.1 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝4 0.3 0.5 0.9 0.7 0.7 0.9 0.7 
被験者-2 
i＝1 0.15 0.9 0.5 0.9 0.3 0.5 0.1 
i＝2 0.6 0.1 0.7 0.7 0.3 0.5 0.9 
i＝3 0.05 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝4 0.2 0.3 0.7 0.7 0.7 0.5 0.3 
被験者-3 
i＝1 0.8 0.9 0.7 0.7 0.7 0.5 0.1 
i＝2 0.0 0.1 0.5 0.5 0.5 0.5 0.3 
i＝3 0.0 0.1 0.3 0.5 0.5 0.5 0.1 
i＝4 0.2 0.3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.1 
被験者-4 
i＝1 0.25 0.9 0.7 0.5 0.5 0.5 0.3 
i＝2 0.25 0.5 0.7 0.7 0.5 0.5 0.3 
i＝3 0.25 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.3 
i＝4 0.25 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.3 
被験者-5 
i＝1 0.3 0.9 0.7 0.5 0.5 0.5 0.3 
i＝2 0.2 0.7 0.5 0.5 0.5 0.3 0.1 
i＝3 0.2 0.7 0.5 0.5 0.5 0.3 0.1 
i＝4 0.3 0.7 0.5 0.5 0.5 0.3 0.1 
被験者-6 
i＝1 0.5 0.9 0.9 0.9 0.5 0.5 0.5 
i＝2 0.0 0.1 0.9 0.5 0.5 0.5 0.3 
i＝3 0.0 0.5 0.9 0.5 0.5 0.5 0.3 
i＝4 0.5 0.3 0.9 0.5 0.5 0.5 0.3 
被験者-7 
i＝1 0.6 0.9 0.7 0.9 0.5 0.7 0.3 
i＝2 0.1 0.3 0.9 0.3 0.5 0.5 0.3 
i＝3 0.1 0.7 0.3 0.3 0.5 0.5 0.3 
i＝4 0.2 0.1 0.7 0.5 0.5 0.3 0.3 
被験者-8 
i＝1 0.4 0.9 0.5 0.5 0.5 0.9 0.5 
i＝2 0.1 0.1 0.5 0.5 0.5 0.9 0.5 
i＝3 0.1 0.3 0.5 0.5 0.5 0.9 0.5 
i＝4 0.4 0.5 0.5 0.5 0.5 0.9 0.5 
被験者-9 
i＝1 0.3 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 0.1 
i＝2 0.2 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.1 
i＝3 0.2 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.1 
i＝4 0.3 0.5 0.7 0.7 0.5 0.5 0.1 
被験者-10 
i＝1 0.25 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 
i＝2 0.25 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 
i＝3 0.25 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 
























i＝1 0.5 0.9 0.5 0.7 0.7 0.7 0.7 
i＝2 0.05 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝3 0.05 0.3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝4 0.4 0.3 0.5 0.7 0.7 0.7 0.7 
被験者-12 
i＝1 0.3 0.9 0.7 0.5 0.7 0.5 0.3 
i＝2 0.2 0.3 0.7 0.7 0.7 0.5 0.3 
i＝3 0.25 0.5 0.7 0.7 0.7 0.5 0.5 
i＝4 0.25 0.7 0.7 0.7 0.7 0.5 0.3 
被験者-13 
i＝1 0.4 0.9 0.7 0.9 0.1 0.7 0.1 
i＝2 0.2 0.5 0.7 0.7 0.5 0.5 0.7 
i＝3 0.1 0.3 0.9 0.5 0.7 0.5 0.7 
i＝4 0.3 0.7 0.7 0.7 0.5 0.9 0.3 
被験者-14 
i＝1 0.2 0.7 0.5 0.3 0.3 0.3 0.3 
i＝2 0.25 0.5 0.7 0.7 0.5 0.7 0.5 
i＝3 0.27 0.5 0.7 0.7 0.5 0.7 0.3 
i＝4 0.28 0.5 0.7 0.7 0.5 0.3 0.3 
被験者-15 
i＝1 0.25 0.9 0.9 0.5 0.5 0.9 0.1 
i＝2 0.25 0.1 0.9 0.5 0.5 0.9 0.3 
i＝3 0.25 0.1 0.9 0.5 0.5 0.9 0.3 
i＝4 0.25 0.9 0.9 0.5 0.5 0.9 0.3 
被験者-16 
i＝1 0.3 0.9 0.7 0.5 0.3 0.7 0.3 
i＝2 0.2 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝3 0.1 0.5 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 
i＝4 0.4 0.5 0.7 0.7 0.7 0.5 0.7 
被験者-17 
i＝1 0.25 0.9 0.3 0.5 0.7 0.5 0.1 
i＝2 0.25 0.7 0.3 0.5 0.3 0.5 0.3 
i＝3 0.25 0.7 0.5 0.5 0.3 0.5 0.3 
i＝4 0.25 0.9 0.3 0.5 0.3 0.5 0.1 
被験者-18 
i＝1 0.3 0.9 0.5 0.7 0.3 0.5 0.3 
i＝2 0.3 0.3 0.7 0.7 0.5 0.7 0.7 
i＝3 0.3 0.5 0.5 0.5 0.7 0.7 0.7 
i＝4 0.3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.7 
被験者-19 
i＝1 0.2 0.9 0.7 0.7 0.3 0.7 0.3 
i＝2 0.4 0.1 0.9 0.9 0.5 0.1 0.7 
i＝3 0.1 0.5 0.5 0.3 0.3 0.5 0.3 
i＝4 0.3 0.7 0.7 0.5 0.3 0.7 0.3 
被験者-20 
i＝1 0.3 0.9 0.7 0.3 0.7 0.9 0.1 
i＝2 0.5 0.3 0.9 0.9 0.9 0.7 0.3 
i＝3 0.1 0.7 0.3 0.7 0.7 0.5 0.7 
























i＝1 0.3 0.9 0.9 0.1 0.1 0.1 0.7 
i＝2 0.3 0.1 0.9 0.9 0.9 0.9 0.7 
i＝3 0.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝4 0.4 0.1 0.9 0.9 0.9 0.7 0.7 
被験者-22 
i＝1 0.4 0.9 0.5 0.5 0.5 0.5 0.3 
i＝2 0.2 0.3 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝3 0.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.3 
i＝4 0.4 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
被験者-23 
i＝1 0.25 0.7 0.5 0.7 0.3 0.3 0.3 
i＝2 0.25 0.3 0.5 0.5 0.3 0.3 0.3 
i＝3 0.25 0.5 0.5 0.5 0.3 0.3 0.3 
i＝4 0.25 0.5 0.5 0.7 0.3 0.3 0.3 
被験者-24 
i＝1 0.45 0.9 0.9 0.9 0.7 0.9 0.9 
i＝2 0.05 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝3 0.05 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝4 0.45 0.7 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 
被験者-25 
i＝1 0.3 0.9 0.5 0.3 0.1 0.5 0.7 
i＝2 0.2 0.5 0.7 0.7 0.5 0.5 0.7 
i＝3 0.1 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝4 0.4 0.5 0.9 0.7 0.7 0.5 0.7 
被験者-26 
i＝1 0.4 0.7 0.7 0.7 0.5 0.3 0.1 
i＝2 0.1 0.5 0.7 0.7 0.5 0.5 0.1 
i＝3 0.1 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝4 0.4 0.5 0.5 0.7 0.5 0.7 0.7 
被験者-27 
i＝1 0.35 0.7 0.5 0.7 0.1 0.3 0.3 
i＝2 0.2 0.5 0.5 0.5 0.1 0.1 0.3 
i＝3 0.1 0.5 0.5 0.5 0.1 0.1 0.3 
i＝4 0.35 0.5 0.5 0.7 0.1 0.3 0.3 
被験者-28 
i＝1 0.2 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.1 
i＝2 0.1 0.1 0.9 0.3 0.3 0.5 0.9 
i＝3 0.1 0.7 0.9 0.9 0.5 0.3 0.7 
i＝4 0.6 0.7 0.9 0.9 0.9 0.3 0.9 
被験者-29 
i＝1 0.3 0.9 0.9 0.5 0.5 0.1 0.5 
i＝2 0.1 0.5 0.9 0.7 0.5 0.3 0.5 
i＝3 0.1 0.7 0.7 0.9 0.5 0.9 0.5 
i＝4 0.5 0.7 0.7 0.9 0.5 0.9 0.5 
被験者-30 
i＝1 0.2 0.9 0.5 0.7 0.5 0.7 0.5 
i＝2 0.4 0.7 0.7 0.7 0.5 0.7 0.5 
i＝3 0.1 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
























i＝1 0.1 0.7 0.7 0.7 0.5 0.3 0.5 
i＝2 0.3 0.7 0.9 0.9 0.7 0.5 0.5 
i＝3 0.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝4 0.6 0.7 0.9 0.9 0.7 0.9 0.7 
被験者-32 
i＝1 0.2 0.7 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝2 0.4 0.5 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝3 0.2 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝4 0.2 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
被験者-33 
i＝1 0.7 0.9 0.9 0.1 0.1 0.7 0.3 
i＝2 0.1 0.1 0.5 0.3 0.7 0.5 0.3 
i＝3 0.1 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.3 
i＝4 0.1 0.7 0.5 0.5 0.7 0.9 0.3 
被験者-34 
i＝1 0.4 0.9 0.7 0.7 0.5 0.7 0.3 
i＝2 0.2 0.3 0.7 0.7 0.5 0.7 0.3 
i＝3 0.0 0.3 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝4 0.4 0.3 0.7 0.7 0.5 0.7 0.3 
被験者-35 
i＝1 0.8 0.9 0.9 0.9 0.9 0.7 0.7 
i＝2 0.1 0.5 0.7 0.7 0.7 0.7 0.9 
i＝3 0.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝4 0.1 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
被験者-36 
i＝1 0.5 0.9 0.9 0.9 0.5 0.7 0.9 
i＝2 0.15 0.7 0.9 0.5 0.5 0.5 0.9 
i＝3 0.05 0.5 0.9 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝4 0.3 0.5 0.9 0.7 0.5 0.7 0.9 
被験者-37 
i＝1 0.4 0.9 0.9 0.9 0.7 0.9 0.3 
i＝2 0.1 0.1 0.9 0.9 0.7 0.9 0.3 
i＝3 0.1 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.3 
i＝4 0.4 0.7 0.9 0.9 0.9 0.9 0.3 
被験者-38 
i＝1 0.4 0.9 0.9 0.9 0.3 0.7 0.5 
i＝2 0.15 0.3 0.7 0.9 0.7 0.7 0.5 
i＝3 0.05 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝4 0.4 0.7 0.7 0.7 0.5 0.7 0.5 
被験者-39 
i＝1 0.4 0.9 0.5 0.5 0.5 0.7 0.9 
i＝2 0.2 0.9 0.5 0.5 0.5 0.7 0.9 
i＝3 0.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
i＝4 0.2 0.7 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
被験者-40 
i＝1 0.5 0.9 0.7 0.9 0.3 0.9 0.9 
i＝2 0.2 0.1 0.7 0.7 0.7 0.5 0.7 
i＝3 0.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 







と(8.20)式（Model-B）に代入し、因子 j ごとのウェイト wj を推定したところ、表 8.5-1
































被験者-1 0.049 0.308 0.203 0.142 0.176 0.122 0.045  0.314  0.206  0.143  0.172  0.121  
被験者-2 0.025 0.252 0.343 0.052 0.102 0.226 0.021  0.312  0.304  0.058  0.123  0.181  
被験者-3 0.376 0.185 0.185 0.185 0.065 0.003 0.327  0.200  0.200  0.200  0.072  0.003  
被験者-4 0.288 0.288 0.219 0.091 0.091 0.024 0.230  0.311  0.246  0.095  0.095  0.024  
被験者-5 0.473 0.183 0.134 0.134 0.060 0.016 0.419  0.192  0.150  0.150  0.068  0.020  
被験者-6 0.087 0.635 0.178 0.041 0.041 0.018 0.065  0.679  0.146  0.045  0.045  0.020  
被験者-7 0.223 0.250 0.279 0.086 0.140 0.022 0.183  0.289  0.239  0.105  0.157  0.027  
被験者-8 0.110 0.054 0.054 0.054 0.673 0.054 0.076  0.055  0.055  0.055  0.706  0.055  
被験者-9 0.182 0.299 0.246 0.132 0.132 0.010 0.174  0.305  0.244  0.134  0.134  0.009  
被験者-10 0.167 0.167 0.167 0.167 0.167 0.167 0.167 0.167 0.167 0.167 0.167 0.167 
被験者-11 0.130 0.062 0.202 0.202 0.202 0.202 0.092  0.063  0.211  0.211  0.211  0.211  
被験者-12 0.177 0.265 0.187 0.265 0.079 0.029 0.172  0.270  0.187  0.270  0.075  0.025  
被験者-13 0.210 0.239 0.306 0.019 0.210 0.016 0.208  0.242  0.310  0.016  0.210  0.013  
被験者-14 0.162 0.297 0.244 0.105 0.137 0.055 0.162  0.306  0.247  0.102  0.133  0.051  
被験者-15 0.011 0.484 0.011 0.011 0.484 0.001 0.008  0.487  0.009  0.009  0.487  0.000  
被験者-16 0.201 0.249 0.180 0.114 0.143 0.114 0.200 0.255 0.181 0.111 0.143 0.111 
被験者-17 0.565 0.059 0.137 0.079 0.137 0.023 0.587  0.053  0.134  0.073  0.134  0.019  
被験者-18 0.162 0.162 0.223 0.092 0.181 0.181 0.158  0.163  0.228  0.089  0.182  0.180  
被験者-19 0.093 0.420 0.283 0.05 0.073 0.082 0.085  0.436  0.286  0.047  0.067  0.078  


































被験者-21 0.007  0.589  0.104  0.104  0.055  0.142  0.005  0.609  0.096  0.096  0.050  0.143  
被験者-22 0.271  0.183  0.150  0.150  0.150  0.097  0.271  0.185  0.150  0.150  0.150  0.094  
被験者-23 0.214  0.214  0.329  0.081  0.081  0.081  0.215  0.218  0.341  0.075  0.075  0.075  
被験者-24 0.081  0.257  0.200  0.063  0.200  0.200  0.080  0.259  0.200  0.061  0.200  0.200  
被験者-25 0.181  0.283  0.127  0.068  0.088  0.253  0.180  0.286  0.124  0.063  0.086  0.260  
被験者-26 0.186  0.206  0.309  0.120  0.120  0.059  0.186  0.208  0.319  0.118  0.116  0.053  
被験者-27 0.277  0.203  0.370  0.022  0.054  0.075  0.281  0.203  0.383  0.018  0.047  0.068  
被験者-28 0.050  0.446  0.253  0.171  0.003  0.076  0.048  0.457  0.253  0.169  0.003  0.071  
被験者-29 0.240  0.311  0.274  0.043  0.090  0.043  0.243  0.319  0.275  0.040  0.082  0.040  
被験者-30 0.399  0.100  0.193  0.057  0.193  0.057  0.408  0.097  0.194  0.054  0.194  0.054  
被験者-31 0.067  0.383  0.383  0.055  0.082  0.029  0.065  0.389  0.389  0.052  0.078  0.027  
被験者-32 0.174  0.260  0.142  0.142  0.142  0.142  0.174  0.265  0.140  0.140  0.140  0.140  
被験者-33 0.350  0.390  0.008  0.013  0.221  0.017  0.348  0.396  0.006  0.010  0.224  0.015  
被験者-34 0.103  0.266  0.266  0.079  0.266  0.020  0.095  0.271  0.271  0.076  0.271  0.017  
被験者-35 0.227  0.227  0.227  0.227  0.040  0.050  0.228  0.228  0.228  0.228  0.039  0.049  
被験者-36 0.075  0.428  0.104  0.006  0.035  0.353  0.072  0.435  0.100  0.005  0.033  0.356  
被験者-37 0.052  0.283  0.283  0.099  0.283  0.000  0.049  0.285  0.285  0.098  0.285  0.000  
被験者-38 0.179  0.272  0.333  0.024  0.155  0.037  0.176  0.275  0.338  0.022  0.155  0.034  
被験者-39 0.445  0.039  0.039  0.039  0.116  0.323  0.453  0.036  0.036  0.036  0.114  0.324  
被験者-40 0.052  0.175  0.244  0.030  0.105  0.394  0.047  0.176  0.247  0.027  0.102  0.402  
 
 
表 8.6 提案モデル（Model-A とModel-B）によるウェイト推定の平均値 
ウェイト wj 
Model-A Model-B 
因子 1 因子 2 因子 3 因子 4 因子 5 因子 6 因子 1 因子 2 因子 3 因子 4 因子 5 因子 6 









表 8.4-1～表 8.4-4 のファミリーレストランに関するアンケート調査に基づき、本章の 2
つの提案モデル(Model-A と Model-B)により因子 j ごとのウェイト wjを推定した結果（表






































① 因子 j ごとの特性値が同じ値であれば、選択確率による影響を受けず、かつ Model-A
も Model-B も同一の結果となる。 
② 因子 j 間のウェイト wj の差（数値のバラツキ）が、Model-A よりも Model-B の方が
大きくなっている。 
③ Model-B では、「ウェイトまわりのエントロピー」がウェイト wj を平均化しようとす
る力を、「ファジィ事象の確率まわりのエントロピー」と「重みつきメンバーシップ値
まわりのエントロピー」が二重に抑制している。 
























































































第 3部（第 6章～第 8章）では、第 1部の情報理論（Shannon6）的アプローチと第 2部
のファジィ理論（Zadeh7）的アプローチを統合することにより、各章において新たなファ
ジィ情報路モデルを提案した。まず、第 6章では、従来のファジィ情報路モデル8を、「3段
階の階層型ファジィ情報路モデル」へと拡張することを試みた。第１部の第 1 章と第 2 章








































































 Ⅱ 今後の研究課題 
  
























































                                                   
1 Shannon,C.E. (1948), “A Mathematical Theory of Communication”, The Bell System 










6 Shannon,C.E. (1948),op.cit.,pp.379-423. 













12 Saaty,T.L.によって提唱された階層分析法である。詳しくは、Satty,T.L.(1980), The 
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